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日本人が範とした北欧の野外博物館

Northern European Open-Air Museums
modeled after by Japanese

落合 知 子

OCHIAI Tolllloko

はじめに

北欧の植生は我が国の北海道の植生とよく似ている。街路樹にはナナカマドが植えられ、紫

陽花や立葵、裸、ハマナスなどが目に付く。植生だけを見る限り、さほど遠くの地に訪れたと

いう感じは受けないが、行く先々の国の印象が常に新鮮なのは風景 。植生が多様であり、それ

により文化 ・風土が独自のものを形成していくからである。つまり植物は文化であり、風土の

基本といえよう。

野タト博物館はその建物が置かれていた環境と共に展示されるところに最大の特徴があり、そ

の環境を含めてあらゆるものが展示物となり、その中から自国の文化を継承していくのが博物

館なのである。我が国の野外博物館は建物の保存のみを第一義に置いている館、教育を重視し

ている館、テーマパーク的な施設というように多種多様の形態があるが、その基本理念である

文化の継承を目的としている館は限られているのが現状のようである。

野外博物館の晴矢はスウェーデン王国に見られるもので、その後も北欧を中心に欧米諸国に

発展を遂げた。北欧の野外博物館誕生の要因は、19世紀の産業革命により伝統的民俗文化の減

少を招き、それに対する危機感から保存活用に取り組んだものであった。同様に我が国におい

ても戦後の農地改革や高度成長による開発により、伝統的建築物が取り壊されていくことに対

する焦燥感からの保存意識が大きな要因となったものである。

本稿は明治期から昭和初期にかけて、北欧の野外博物館を見聞した学者の記録を採り上げ、

さ らに 『Norsk Folkemuseum The Open_Air Museum』 、 『NORSK FOLKEMUSEUM』

『SKANSEN Traditional Swedish Style』を参考にしながら、スカンセン野タト博物館にあえて

複製を建設したアートゥル ・ハセリウスの野外博物館論を考察し、ノルウェー民俗博物館の概

要と現1大を紹介するものである。

1.日 本人が観た北欧の野外博物館

黒板勝美の観た北欧の野外博物館

黒板勝美は博物館学においてはその業績をあまり知られることのなかった学者であるが、そ

の研究に先鞭をつけた青木豊が 「黒板博士の博物館学思想Jの 中で論じた如く、黒板の博物館

学的意識は非常に強く、中でも明治44年に 「博物館学」なる語を使用し、その嗜矢となったこ

とは特筆すべきことであろう。更に大学博物館、町並み保存、動植物園の教育等を論じており
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博物館を教育機関として捉えていることの意義は大きいもので、我が国で博物館学的意識を

もって様々な資料保存を述べたのは黒板が始まりといえる。

黒板は野外博物館に相当する施設を 「野天のミューゼアム」「博物館的公園」「公園的博物館」

「動植物園的公園」「動植物園的博物館Jと 呼称し、野外博物館である史跡整備の保護は博物館

が行う必要があるという論を展開した。

意義ある博物館 か くて博物館といへば、最早いろいろのものを出来るだけ多く雑然と

陳列するところでなくつて了つた、そして過去十〇年来 「博物館學」とも称すべき新しい

研究が欧州に起こつたのである、(略)す べての陳列品に連絡がなければならぬ、そして

その陳列品の時代及びその地方の文化的風氣を復現せしめねばならぬのである。

文化的風氣の復現 然 らば文化的風氣の復現とは何であるかといふに、(略)前 にいつ

たスカンセンやビグドーの陳列館が古代の建築物をそのまま用ひて居るのは、賓にこの理

想を現出した一といつてよい。(博物館に就て (二)大 正元年八月二十六日 第 九千三百

六十五号)

というように、自らが訪れたスカンセン野外博物館やビグドー (ノルウェー民俗博物館)を

挙げており、北欧の野タト博物館から少なからず影響を受けていることがわかる。『西遊弐年欧

米文明記』においてはさらに詳細に北欧の野タト博物館について論じている。

我が國で博物館といふのは、元来ミューゼアムといふ欧州語の翻訳で、恰かもライブラ

リ又はビブリオテークを単に図書館と訳した誤謬とその誤謬を同じくして居る、ミューゼ

アムといふのは単に品物を陳列する場所で、その種類が百般博物に互るべきものと定まら

ぬ、それが独立した一の建築物であらうが、また或る一室であらうが、或は数多の建築物

から成つた一廓であらうが、皆或る物を陳列して縦列して縦覧せしむるところを指すので

ある、余は陳列所とか列品場とか命名することが最も営れるであらうと思う。欧州に於て

も単にミューゼアムといへば、はじめ古物または動植破物等の標本を陳列する建築物など

を名づけたのであるが、ミューゼアムの研究次第に進んで、その陳列法はいふに及ばず、

その組織にすら大変動を来すに及び、ここに博物館的公園といふものも起り、動植物的博

物館といふものも創められ、今はミューゼアムを博物館とすることが全く妥営でないこと

となつた。

前者の好例はクリスチャニの附近ビグドーにある諾威國民博物館で、後者の模範はス

トックホルムなるスカンセンである、一は公園的設備がまた博物館とも観らるべく、一は

動植物園の設備に博物館を合わせたものといふべく、しかも建築物そのものが既に一箇の

陳列品と称すべきである。

元来博物館の陳列法で第一に注意すべきことは、その陳列品の出来た時代とその場所の

アトモスフェヤとが、なるべくその陳列品の上に現はれ、その陳列室の内に溢れるやうに

せなければならぬ、観るものをして何となくその時代の人となり、その遺跡やその土地に

あるやうな感を起さしめねばならぬ、ただ古物を列べ、標本を陳ぬるだけで満足すべきも

のではない、若しここに一國の風俗を示し、習慣を示し、また美術工藝を示さんとならば、

その如何なる服装をなし、如何なる家屋に住し、如何なる家業に勤労し、如何なる遊戯を
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楽しみしかを、一日の下に分明ならしむるやうに、その陳列法を考へねばならぬ、これが

ビグドーの博物館となり、スカンセンとなった理由である。(中略)

スカンセンはストックホルムなるデュルガルド大公園の西部を書1して、一千八百九十
一

年ハゼリウス博士によつて創立された野天の博物館ともいふべき大仕掛のものである、そ

の廣さは凡そ七十エーカーにも及ぶであらう、峨々たる巌山もあれば、清冽なる湖水もあ

り、彼方の森林、此方の牧場田畝ここに瑞典
一國を凝集し縮篤したものといふも過言では

ない、天然の花井草木はいふに及ばず、虎々に鳥獣魚贔を飼養してよく馴れしめたるなど、

大動植物園の設備完きと共に、各州の風俗習慣はその地方地方から移住し来た人民によつ

て示され、地方特有の服装で、各その家業を営める様、この大公園の景趣を添ゆること幾

千ぞや、カール十二世時代の軍服を着けた番人に過ぎ去つた国民的自負の名残を留めたの

は瑞典人がせめてもの慰藉なるべく、ブレダブリックの塔上よリストックホルム全市を眺

望しながら、一杯のカフェーに渇を讐するは観光の客が最も喜ぶところであらう。

各地の風俗で特に珍しいのはラップの部落である、冬と夏との家をはじめ、馴鹿の飼養

場など宛然としていてその故郷に入るが如き心地がする、また十七世紀の哲學者エマヌエ

ル、スヴェデンボルグの遺物を偉へたるスヴェデンボルグ亭、ヘルシング州より持来れる

十六世紀ごろの建築等をはじめ、古色蒼然たる諸州の建物に往昔を回顧するに足るもの多

く、その廣大なる余は二回ここに遊んで、遂に全体を観ることが出来なかつた程であつた。

この種の博物館的大公園は、果して我が國に必要なる設備の一でないであらうか、また

古建築の保存すべきもの必ずしも寺社に限るべきことであらうか、現今における古社寺保

存法は更に大に改革すべき余地がないであらうか、我が営局者はこのスカンセン及びビグ

ドーの博物館を参考し、且つ西欧諸国の施設しつつあるところを観て、公園や博物館の設

備について研究すべきであらう。余はここにただ一言この種の設備をなすべき我が回の大

公園が奈良の春日公園たるべきことを提供するに止めて置く。

このようにビグドーのノルウェー民俗博物館とスウェーデンのスカンセン野外博物館の事例

を挙げて博物館的公園 ・野天博物館を述べている。スカンセンの描写は詳細に書かれており、

二回訪れて遊んだと記述していることからも、かなり興味を持った博物館であったことが読み

取れるのである。遊ぶという表現からアミューズメント性の高さも窺うことができる。古い建

物自体が陳列品であり、その陳列方法はただ単に並べて見せるのではなく、その陳列品が置か

れていた雰囲気が必要であり、その時代、その土地に自分があたかもいるかの如く錯覚するよ

うでなければならないことを論じ、一回の風俗 。習慣 ・美術を公開する方法としてこのような

タイプの博物館が出現したことを述べたものであった。

ノルウェー民俗博物館の移築建築物には其々の時代の雰囲気が室に満ちていることを述べて

おり、路傍に立てた一里塚の石札に払う注意力、観察力などは博物館学意識を持っての見方と

いえる。また、スカンセン野外博物館については植物の植栽・動物の飼育・コスチュームスタッ

フから受ける印象をその故郷に入るが如き心地がすると述べてはいるものの、野外博物館が我

が国に必要か、古建築保存が寺社に限ることでよいのかを、これらの博物館を参考にして研究

すべきであるという程度に留めており断定的な意見は述べていない。
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次に他の文献資料に見られる野外博物館を考察 してい くと、

野天のミューゼアムがある。それに近頃は野天のミューゼアム、換言すれば博物館的公

園という者も出来た、諾威のクリスチヤニヤ府の附近なるドグドウや、瑞典ストックホル

ムのスカンセンにあるミューゼアムが其よい賓例である。そして此等のミューゼアムでは

古物などを陳列した建物それ自身が古い時代の建築で、既に一の陳列品となつて居るばか

りでなく、百花井を争ふ植物も培養してある、優悠自適せる動物も飼養してある。甚だし

きに至つてはその一部にある喫茶店の給仕女が地方特有の服装で御茶を汲む、番人中古武

士の服を着けて槍など提げて居るのを観れば、彼等もまた賞に陳列品なるが如き心地がせ

らるる。(博物館に就て (一)大 正元年八月二十四日 第 九千三百六十三号)

公園的博物館 初 めに一寸述べた野天のミューゼアムに就て、今一度ここに言はして貰

ひたい、諾威のビグドウにしても、瑞典のスカンセンにしても、野天のミューゼアムであ

るが、同時にまた一の公園を成して居る、それで公園的博物館ともいへるが、是に動物や

植物が自然のまま養はれ植られてあるのを観れば、更に動植物的公園とも称することが出

来るであらう、これは中々大仕掛けのもので、無論國立たるべき性質を有するのであるが、

その目的はその回自身の縮宕をここに示さんとしたものである、例へばスカンセンは瑞典

國の縮図で、山川渓谷の有様から動植物の主なる分布を賞物で示すのみならず、北方に住

むラプランド人の天幕生活も観ることが出来れば、ストックホルム附近の風俗も知ること

が出来る、そしてその内なる建築物、建築物の中なる古代の工藝品等はまた歴史的に瑞典

を語つて居るのである。そして此等の建築はまた遺物として保存すべき必要からここに移

して来たともいふことが出来るので、この種のミューゼアムは史蹟遺物保存の一法として

賓行せられたものとしても可い。(博物館に就て (六)大 正元年八月三十日 第 九千三百

六十九号)

「博物館に就て」は大正元年の東京朝日新間に連載されたものであり、この考え及び知識は

欧米の博物館施設を実際の見聞によるものであることは前述したとおりである。博物館資料は

其々の時代、文化的風気の復現が伴なわなければならないことを強調し、建築物をそのまま保

存活用することの重要性を説いたものであった。その中でも野外博物館はその国の風俗・風土・

文化を表すものであり、まさに当該国の縮図といえるものと解釈したが、黒板の主張は史跡整

備を主軸としたものであり、野外博物館はあくまで史跡整備に活用することであった。

しかし、北欧の野外博物館を訪れた日本人はスカンセンのみを論じることが多く、ビグドー

の野外博物館の記述にまで及ばないのが特徴であるが、黒板はスカンセンを動植物園的博物館、

ビグドーを博物館的公園と呼称して、同じ北欧圏の野外博物館を分類しているとともに、その

解釈も黒板の細やかな観察と博物館学的考察が読み取れる。スカンセンは動物園もあり、演示

者も多く、多くの人が訪れていつも賑わっており躍動感を感じさせる野タト博物館である。一方

ビグドーはスカンセンほどの賑わいもなく、演示者も動物も少ないが、ずっしりと歴史の重み

を感じさせるほど臨場感のある野外博物館である。つまリスカンセンを動とすればビグドーを

静の野タト博物館という解釈をした黒板の博物館に対する眼は鋭く洗練されたものであったとい

えよう。
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棚橋源太郎の観たスカンセン野外博物館

棚橋は野外博物館に相当する施設について 「路傍博物館J「公園博物館」「戸外博物館」「戸

外文化史博物館」「地下博物館」「民俗園」「考古学園」「地学園」を用いている。博物館といえ

ば、これまでは一般に内部に物品を並べた建物であったが、建物の外の露天にまでも陳列して、

戸外博物館の名称が用いられることになった。これは博物館の歴史の上で見逃すことのできな

い大変な変わり方であると論じている。

①戸外博物館

(戸外博物館の発達〉 アウト・ドア・ミュージアム、即ち戸タト博物館の問題である。こ

れは本邦の古社寺や史蹟、名勝、天然記念物保存事業と関係のある施設で、博物館の内に

持ち込めないやうな大きい古建築物とか、或はその他の歴史的遺物、或は天然記念物の類

を戸夕れこ保存して、公衆の観覧に供せんとする新しい施設の
一つである。土俗、歴史、考

古学の博物館には、古い物を蒐集して館内に陳列してゐるが、音の農民の住宅、農舎風車

のやうな大きい物になると、博物館の内へ入れることが出来ないから、その博物館の附近

の野天にそれを移築するのである。そして建物のみでなく、家具の類までも、在りし営時

のままに備へ附けて置くのである。土俗を示すためには、その特別な服装をした住民まで

も、その住宅と一緒に移して来るのである。この企てを
一番早くやり出したのは、瑞典の

ストックホルムのノルディスカ、ムゼーと称する博物館で、スカンセンの戸外博物館と称

してゐる。

(スカンセンの戸外博物館〉この博物館はノルテイスカムゼーの本館から遠くない小高

い公園地に設けられてゐる。それが同博物館の附属になつたのは、1890年である。此虎に

は114の種々な建物で以て瑞典の歴史や民俗が示されてゐる。そして其等の家屋の多くは、

全国各地から本物を移築したもので、極めて少数のものは模造したものである。此庭には

農民の住宅や農舎ばかりでなく、農民及び農業生活に必要な戸外のすべての附属物並に

種々な記念碑、鐘楼、尖塔の類が設けられてゐる。そしてその目的の一つは、瑞典の各地

に於いて、各時代に行はれてゐた種々な建築法を紹介せんとするにある。この戸外博物館

は著しく世間の注目を引き瑞典を始め諸国に於けるこの種の博物館陳列方法の模範となつ

た。スカンセンの戸外博物館が倉1設されて、一たび世界の注意を惹いてから、その影響と

して各国に同様の企てが盛んに起つて来た。

(戸タト博物館に対する新奮雨思想)由 来博物館は、蒐集に重きを置いて来たのである。

即ち博物館は世界の何れの場所に存在する物をも、館内に蒐集することに腐心し来つたの

である。然しながら近来に至つては、館内に陳列品を集めようとする思想ちやうど反対側

をゆく思想に、多くの注意が向けられる々こととなつた。要は戸外に於いて自然のま々に

存する物を陳列品としようとするのである。さはいへ、戸外博物館なるものは、決して新

奇なものではなく、既にストツクホルムのスカンセンに久しい以前から有名なものがある

のである。然しながらスカンセンでは戸外に存在するものを、そのまま利用するといふよ

りは、寧ろそれを特に戸外に据附けて博物館としての作用をなさしめんとしたのである。

新らしい思想から云ふと、戸タト博物館なるものは、特に戸外へ物を陳列するのではなく、
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既に戸外に存在する物を単に利用するに過ぎないのである。かういふ原則から推せば、何

れの博物館も、戸外に存在する自然物なり、人工物なりを博物館の見地から説明紹介すれ

ば、それで或る程度まで戸外博物館となり得るのである。然しながらこの職能たるや、全

然新しい様式のものを造つて、それで以て戸タト博物館の事業を鴛食しようとするが如きこ

とは萬々なく、明かに戸外博物館に対する補充施設の一とし、博物館の屋外に於ける余計

な事業として、将来ますますその作用を発揮することになるであらう。

②民俗園

民俗学資料の陳列は館内だけでなく、博物館に接続して民俗園を設け露天陳列をしなければ

ならないとしており、世界戸外博物館であるスカンセンを理想の民俗園 (Fork park)と紹介

している。我が国の民俗園として石器時代から現代までの各時代の建物を移築したり、模造し

て、そこにその時代の民具を収集し、当時の服装で仕事をさせ、地方的季節料理を提供させる

ことを提案している。

この民俗園は、人類学博物館と共に、東京の中心から余り遠くない交通の便利な高台で、

東京湾を見おろして、ながめのよい所に設けたいと思います。そして園内へは、石器時代

から現代までの各時代の建物、たとえば石器時代の竪穴住居や上代家屋の実物大模型、室

町時代の町家の実物大の模型、飛騨白川村の大家族が一緒に住んでいる民家、村中の婦人

たちがお産に行く不浄小屋、江戸時代の農家、家庭の蚕糸取り場と機織場、古風な陶器工

場、本竹工場、紙すき場、水車場、染物屋 (こう屋)、時の大鼓、やぐら、一里づか、道

しるべ、道祖神、宿場の本陣、数奇屋風の茶室、昔の街道の茶店 (菓子 ・団子 。もち ・甘

酒の類)、居酒屋 (日本酒、季節的一品料理)、豊食所 (季節の郷土料理)な どの本物を、

各地から園内へ移して来たり、または昔の本物そっくりに模造したりするのです。そして

その時代の本物の家庭用具、農具、糸取り器械、木竹工具などを集めて、それぞれの建物

へ配置したり、取り付けたりするのです。陶器焼き、紙すき、蚕の糸とり、機織、木彫り、

竹細工などは、職人をその地方から呼びよせ、家族と共にその建物に住まわせ、その時代

の服装で仕事をさせて入場者に見物させ、造った陶器、木彫りのおもちゃ、竹細工、和紙

の類は、その場で見物人に賣らせるのです。また、茶室、茶店、居酒屋、豊食所でも、そ

れぞれの職業の人を出張らせるか、住まわせるかして、まっ茶、菓子、団子、もち、日本

酒、甘酒、地方的季節料理などを、なるべく清潔に取扱わせ、安価に提供させて、民俗園

の呼び物の一つにしたいものです。

野外博物館では、その地方の郷土食を体験できることがとても重要であり、必要なことであ

るが我が国の野外博物館で郷土食を味わえる博物館は少ない。これは野外博物館に限定してい

えることではなく、屋内博物館においても附帯するレストランの多くが一般のレストランのメ

ニューと変わりなく、その地方の郷土食を提供しているところはあまり見られないのが現状と

なっている。食文化こそがその地方の特色を強く反映しているものであり、移設収集型の野外

博物館などは各々の地方の建物において各地方の郷土料理が味わえれば、さらに個性豊かな地

域色の濃い博物館の確立が見られるものとなろう。
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③スカンセンと復製展示

世界最初の戸外博物館スカンセンについての記述は、

博士の意見では昔の生活状態を示すには、陳列ケ
ース内に物品を羅列したり、或集回式

の時代陳列室を設けたりしただけでは充分でない。宜しく館外の適営な土地に昔の建物を

移築して、それへ営時使用してゐた本物の家具、調度、衣服、器物の類を配し、取附けな

ければならぬと云ふのであつた。
一八九〇年には博物館前、丘陵の島の上の奮宮廷鹿林の

一小匠劃が博物館へ下賜され、滋に始めて博士が豫ての理想を賞現する機含を得、数年な

らずして小規模ながらスカンセン戸外博物館が出来たのである。この庭園は丘陵をなし、

流れや湖があり、眺望も絶佳で、戸外博物館に欠くことの出来ない必要條件を備へてゐる。

ここへ瑞典、ノルウェイその他の各地から、音の農民住宅、小百姓の住宅、領主の館 (中

略)百 十四の建築物が移築又は再建されてゐる。建設を始めてから余程後まで、これ等諸

建築物を集めて何にするか、即ち昔の
一つの町に造りあげるとか、或は田舎の村にすると

か云ふ、何人の計画もなかつたらしい。併し各建物の内部設備、家具の類は何れも完全し

て居り、建物の外にもスカンディナビア産の家畜や野獣が飼育されている。現在のところ

スカンセンは大体に於て観覧者を古い町地区から町の場末へ、それから園の奥の方の
一層

原始的建物へと次第に進ませるやうに出来てゐる。特殊民族の生活に開するこのやうな施

設は、観覧者に鮮明適確な印象を典えてゐる。例へば製粉所の附近では甘味な粉の香りを、

また澁工場の側では鼻を衝く澁の臭を嗅がされる如きもその
一つ、そしてこれ等の努力に

依り、見物人に封し、それが各家屋や工場に於ける特殊の服装であることを示すばかりで

なく、同時にまた奮い時代の大衆の通常服装であつたことをも想はじめるのである。(中略)

この戸外博物館創設の目的は既に述べた通り、一般の各国の民俗や、並に文化を紹介し、

各時代に於ける建築法や知識としようためであるが、その獨得の陳列方法は、著しく世人

の注目するところとなり、更に諸国に於けるこの種施設の模範となつてゐる。

このようにスカンセン野外博物館については、動物の飼育展示 ・臭覚に訴える澁の臭いとい

う野外博物館には重要とされる五感に訴える展示技法の必要性をすでに指摘している。我が国

の野外博物館にも北海道開拓の村のように動物のいない牧場や、博物館網走監獄の人形による

展示では時の上まった展示となってしまう。それに対して足助村の牛の展示や、琉球村の水牛

の展示は臭覚、視覚、聴覚に訴えるものとなっており、五感に訴える生態展示の好例であろう。

これは野外博物館であるからこそ可能な展示であり、積極的に取り入れることが望まれるもの

である。

特筆すべきはスカンセンに複製が含まれていることを記述していることである。前述の①戸

外博物館 〈スカンセンの戸外博物館)に 「そして其等の家屋の多くは、全国各地から本物を移

築したもので、極めて少数のものは模造したものである。」と③スカンセンと複製展示に 「音

の農民住宅、小百姓の住居、領主の館 (中略)百 十四の建築物が移築又は再建されてゐる。」

と論じており、さらに 『博物館 ・美術館史』においてもスカンセンの展示に複製が含まれてい

ることを論じている。

ストックホルム北方博物館の創立者アツエリウスは、歴史資料の陳列は、ケース内の展
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示や時代室だけでは充分でないとして、戸外博物館を思ひたち、一八九〇年博物館隣接の

王家の御料地スカンセンの丘陵を手に入れて、スエーデンその他の原地から、古い建物を

移築して民俗園を設けた。この民俗園の地域は次第に接張され、それへ原始的な農民夏期

居住地山岳地夏季酪農場の復原から始めて、各種の民族資料を歴史的奎達の順序に移築す

ることにした。陳列物は原地から移築した本物と復原した物とから成 り、すべて 百ゞ十五

の多きを算するに至つた。最初が古式農家の原物 ・玉石壁の農舎 ・兵舎 ・炭焼小屋 ・製粉

風車小舎 。製麻小屋 ・鍛冶工場 ・ラプランド人の居住部落 ・夏季別荘 ・古教會堂 。一里塚

石等で、内部備えつけの家具用品 。地方的服装をした住人 ・家畜までも建物とともに移さ

れている。

棚橋はこのように、スカンセンは実物資料を移築しただけではなく、複製も展示しているこ

とを指摘している。この観点からの指摘は他の研究者には見られないもので、棚橋の博物館学

的意識の高さを端的に表しているものといえよう。しかしこの時点においては、「各種の民族

資料を歴史的嚢達の順序に移築することにした」と僅かにその理念に触れてはいるものの、アー

トウル ・ハセリウスの複製展示の理念までは言及されていない。

藤山一雄の観たスカンセン野外博物館

藤山は 『新博物館態勢』の中で、野外博物館を露天博物館と呼称して紹介している。
一、文化縮図 (前 略)或 はアテネのアクロポリス博物館の如く、古代文化遺跡地の出

土品のみを収蔵、展示する考古博物館、ストックホルムのスカンセン、或は和蘭のアムン

ヘムの如く特殊な歴史的、土俗を展示するため廣大なる地域に跨る露天博物館、(中略)

各都市に一つの大きな博物館を有しない所はないし、又その建築もその国家を代表する型

態の美を極め、その国民、市民の関心も博物館にかかつて居ることは言ふまでない。

スエーデンのストックホルムに近きスカンセン博物館は博物館といふものの再認識を促

す一存在である。多くの日本人は 「博物館」を骨董品の陳列場位にしか考へさせられて居

ない。賓際何虎の博物館に行つても佛像とか古刀、甲冑、陶器、瓦のかけら、乃至古書豊

等が塵のかかつた硝子戸棚に雑然と監禁、拘束されて居る。博物館は 「生きて居るもの」

でなく、それ自体が冷たい棺桶のやうな感を典へる。(中略)ス トックホルムのスカンセ

ン博物館の如き一つの建物ではなく、大きな自然の一角を占める世界の縮図であつて、山

あり、耕地あり、入江の一角には古代の海村が現存し、古風な住宅には、昔ながらの生活

が展開せる土俗博物館である。(中略)

これだけかいたので、博物館は静態的でもあるが、又動態でなければならんことが理解

される。古きを温ね、将来を創造する魂の工場でなければならないのである。

藤山は1929年に渡欧した際にスカンセンを見学することにより、博物館の概念に対して自ら

が再認識をして、その時に受けた感銘が後に手がけた満州国の民俗博物館構想の範となったの

である。

満州国の民俗博物館は1939年から1945年にかけて手がけたもので、前述したようにこの民俗

博物館はスカンセンを範としており、「現住諸民族の生活を如実に展示し北圏生活を自然に順
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応せしめ、合理化して生活文化の水準を向上せしめようとする」、「生活試験場ともいふ
べき機

関」 として目指 したものである。また満州における民俗、此の国の文化に存する残存物

Survival in cultureを丹念に蒐集保存して、可及的体系化し、科学的研究の客観的対象にする

ことであり、日本の満州移民政策問題と密接にかかわつて構想されたもので、現実社会に存在

根拠を具体的に有した、実用の博物館であった。

この民俗博物館は 「廣域の博物館となせば廣大なる点において断然世界
一となるであろうJ

と推測しており、「公園は自然的景観のうちに人文景観を点綴することによりて初めて完全す

るのである、近代の所謂公園施設は余りに人工に堕する傾向があるが、少くも民俗博物館構内

はなるたけ自然の生長に委する景観の展開が望ましい。」とし、植樹も樹齢の高い楓、自樺を

選び、百年の大計としている。これは野外博物館の基本的な理念を指摘したものとして評価さ

れるものであろう。

さらに、ハセリウスの構想によるスカンセンについて、「彩しい民藝品の蒐集、保存、及び

展示により、博物館に全く新生命を吹き込んだ。然しながらその大半はものであつて 「生活」

ではなかつた。私は更に進んで 「生活」を展示したいのである。Jと してスカンセンを越えた

野タト博物館を目指したものであった。しかし1941年になると民俗博物館計画は急速に停滞し、

結局民俗博物館計画は中止に追い込まれていったのである。しかしその後も民俗調査は続けら

れ、鳥拉調査においては 「鳥拉の如きはその集落及び環境全体が
一の展示資料として高い価値

を有する」として集落全体を野外博物館あるいはエコミュ
ージアムとして捉えているものと考

えられる。このことからも藤山の野外博物館に対する思い入れと憧れを強く窺い知ることがで

きよう。

満州国国立中央博物館副館長であった藤山
一雄によって 『新博物館態勢』力汗J行されたのは

1940年であり、満州国において日本人が博物館を論じた市販の初めての単行書であった。また、

『帰去来抄』 (1937年)は 1937年に辞官した際に満州国に関する随筆を編んだ書であるが、『新

博物館態勢』の考え方の原形が見られ、すでにスカンセンを模した博物館の必要性も説いてい

るものである。藤山が博物館に求めたものは従来の 「単なるモノの展示場」ではなく、「生き

た博物館」であった。

濱田青陵の観たスカンセン野外博物館

濱田青陵は科学としての考古学の開拓者であり 『通論考古学』で、我が国に正しい考古学の

研究法を知らしめると同時に博物館の正しいあり方を説いた。また、日本児童文庫 『博物館』

で、若者層への博物館普及に努めた。この 『博物館』において次のように述べている。

西洋各国にあるいろいろの博物館の中で、
一風変つた特色があつて非常に面白く感じた

のは、ヨーロッパのスエーデンの土地の風俗や習慣などを示す博物館であって、ハゼリウ

スという一人の熱心な人が、古い風俗や品物がだんだん亡びて行くのを悲しんで、初めは

わづかの品物を集め出し、それがだんだん大きくなつて行つて今日の国立の大博物館とな

り、北方博物館といふ名称がつけられたのであります。(中略)と ころがまたこの博物館

のすぐ傍にスカンセンといふ丘陵があつて、それが野外博物館になつてをります。その丘
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の上にはスエーデンの各地方の植物を移植し、また特有の動物をも飼養してゐるところは、
ちよっと植物園か動物園のようでもあります。そしてその間に各地方からそのままもつて

来た農民の小屋があり、古い式の教会堂が木の間がくれに建つてゐるかと思うと、面白い

風車があり、倉庫のような古い建て物が昔のままに設けてあるといふ風であります。さて

その農民小屋にはひつて見ると炉辺には薪が燃やされてあつて、その地方の風俗をした爺
さんがたばこを燻らしてゐたり、娘さんはまた糸を紡いで熱心に働いてゐるといふ実際生

活を見ることが出来、また料理屋や茶店も各地方にあるそのままの建築で、料理もまたそ
の地方の名物を食はせ、給仕女は故郷の風俗をしてお客の給仕に出るといふふうになつて

ゐます。

これは単に旅人を面白く思はせるために設けられたものではなくて、だんだん文明に進

むに従ひ、音の良い風俗や面白い建築物が次第に滅んで行くのを保存するために出来たも
のであります。私は日本においても、文化の進むに従つて、田舎にある古い風俗や道具類

が、次第に減び行くことを残念に思うので、一日も早くかういふふうな民俗博物館が設け

られることを希望するものであります。そして、このスエーデンの博物館を造った人は、

最初から多くの金銭を投じて着手したのではなく、少しづつ集めて長い年月の間に一人の

力でもつて完成させたことを思ふときは、誰でも熱心と時間とをもつてやりだせば、成し

あげることが出来ることと信じます。

この 『博物館』は昭和4年 に刊行されたものであり、昭和16年 『考古学入門』と改名し、さ

らに昭和37年に『やさしい考古学』と改名されたものである。内容はスカンセンの紹介に止まっ

たものではあるが、野外博物館という名称を明確に使っていることに注目したい。濱田は考古

学の意識が強いことからスカンセンを野タト博物館と呼ぶことに何ら問題はなかったのである。

後藤守―の観たスカンセン野外博物館

後藤守一は野外博物館について 『欧米博物館の施設』で、土俗博物館という名称で紹介して

いる。

土俗博物館即ち自己の国内の土俗を示すべきものとしては、伯林の土俗博物館を好例と

挙ぐべく、瑞典のストックホルム、丁抹のアールフス及びリンビイ、和蘭のアルンヘム等

にある野外土俗博物館も、著しいものといふてよぃ。

伯林のは極めて旧式の建物の中に、雑駁に陳列されてゐるが、独逸国内の土俗品を数多

く集めて居 り、ス トックホルムのスカンセンは瑞典の自然科学及び土俗を示すべ く、廣さ

七十エーカーの土地の中には小山もあり、池もあり、森林も鬱蒼とし、牧野も廣くして、

ここに瑞典の地方を縮図し、動植物界もよく之を集め、各地方の住宅を点綴し、家にはそ

の地方地方の農民男女をすまはせ、日曜日には各地方の踊等をも実演せしめてゐる。(中略)

(土俗品の露出陳列〉 土俗関係のものは多く露出陳列による。これに伯林国立博物館土

俗部に於いて見る如く、室の半ばを限り、土人を中心として彼等の生活状態を復原して陳

列せるものが、あり、またライプチツヒのグラシイ博物館の土俗部の如く、一室内を土人

の村の一部となし、観覧者は自由にその間を歩いて土人の家の内部をも窺ひ得る如くせる
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ものもあり、 ミ ュンヘンの独逸博物館の如く、家を実物大にして単独に陳列せる如き、北

欧のスカンセンの如く、建物全部を移し来り、かつこれに其の地方の農民を移して住はし

めてゐるものもある。

このように後藤は野タト博物館という用語を使わず、土俗博物館
・土俗品の露出展示というよ

うに土俗という用語のみを使用し、あくまで紹介するまでに止まったものであった。

また、藤島亥治郎は1978年、社団法人日本博物館協会発行の 『野外博物館総覧』に、「野外

博物館展示の家」として論じている。

当総覧の内容は調査対象を多種類にわたる博物館施設から、自然博物館系のものを除き、専

ら生活文化の展示系のものに限ると共に、「風土記の丘」や 「歴史の道」的なものを除き、
一

般的な野タト博物館に絞り、それを全国的に網羅して対象を求め、その現状と今後の対策等につ

き具体的な資料を集めたものである。

自らが実際に見学したスカンセンを例に挙げて、日本における民俗博物館への国民の関心が

薄いことを指摘しながら、今和次郎の農村調査や保谷の民家園を社会的展示であると論じてい

る。野外博物館の盛況は文化史的に価値のある建物を主体とする展示方式により行われ、これ

らは建築や集落の博物館で、その中に生活文化の展示を行っているものとし、この家を主体と

した博物館が盛況した理由として、戦後の民主化に伴う文化史料の価値の拡大、戦後の経済発

展と生活の向上、新時代を志向する再開発による建築物の消失に対する保護策として挙げてい

る。

澁澤敬三が観た北欧の野外博物館

我が国に民家園の考えが入ってきたのは1920年代
～ 1930年代にかけてであるが、それは澁

澤敬三、今和次郎たちが海外の野外博物館を見学して感銘を受けたことによるところが大きい。

澁澤は大正11年～ 14年にかけて横浜正金銀行ロンドン支店に勤務の合間に、スカンセン民族

博物館をはじめとしてオスロ
ー野外博物館、その他コペンハ

ーゲン人類学博物館、ウイーン美

術史博物館、ロンドンナシヨナルギャラリ
ー、大英博物館、自然博物館、ヴイクトリアンドア

ルバート博物館などを見学し、我が国にもこのような大規模な民俗園の実現を強く念願したの

であった。昭和34年11月29日付けの朝日新聞 「きのうきよう」にスカンセンやグリ
ーンビレッ

ジを紹介したあとで 「わが国にも
一つ立派な野外博物館がほしい。東京保谷、大阪豊中、土呂

等その他各地に既にその芽ばえを見せている。Jと 述べている。しかしその実現が困難なこと

から、小規模ながら可能な範囲で直実にその計画を進めたのである。

昭和28年 (1953)日本民族学会。日本人類学会
・日本常民文化研究所。全国博物館大会は 「国

立民俗博物館設置方に関する建議書」を発表し、その建議は翌昭和29年に 『民俗博物館はなぜ

必要か』に掲載された。この冊子の表紙はスカンセン、裏表紙はフリ
ーランドムゼーの案内図

が掲載されており、野外展示の必要性が窺われるものとなっている。また、国立民俗博物館の

図面の野外展示鳥腋図は、今和次郎が設計した日本民族博物館のものと極めてよく似ており、

まさに澁澤が構想していた日本民族博物館であった。

それは具体的な展示施設として野外展覧が含まれたものであり、実際の状況を具現化するた
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めのものであった。野外展覧には民族植物園も計画されており、今和次郎が設計した鳥腋図は
スカンセンと酷似しており、澁澤が調査した民家が描かれたものであった。今和次郎は昭和 5

年 (1930)に欧州を訪れた際に、澁澤からスカンセンの解説書を入手しており、澁澤は建築学

的調査およびアチック関係の博物館の設計を今和次郎に依頼している。今和次郎は日本青年館

郷土資料陳列所開設の際に 「小博物館の開設に際して」で次の如く述べている。

スカンセンには、その国の各地方の古い民家その他の建物が、一区域に集められて保存

されているのである。そして各建物の周囲には夫々の地方の畑や牧場の様子が添えられて

いるから、遠隔の土地を旅行している様な感が博物館を逍遥う事によって与えられる。

このように今和次郎が設計した日本民族博物館の鳥腋図の発想はスカンセンが基本となって
いたもので、今和次郎が設計した 「日本民族博物館 屋 外部設計俯眼図」と設立建議案を見る

限り、現在我が国で管理運営されている野タト博物館とさほど大きな変化はなく、澁澤が構想し

た民族博物館が今も生き続けているものであり、また当時の概念を越えていないともいえるも
のであろう。

「日本民族学協会会長新村出 ・理事長高田保馬宛書簡」は昭和19年 (1944)7月 4日 に財団

法人日本民族学協会に民族学博物館を寄贈する際に、澁澤が記した書簡であるが、この中で野

外博物館をオープングラウンドミュージアムと称して、その必要性を述べている。

現保管場所を選定致したるはちと甘き夢を見たる為に候それは少くとも民族学的標本に

於ては堅牢なる建物内に展観保存を要すべきは勿論乍ら一部はオープングラウンドミュー

ジアムに致し度各地の民家夫の物迄もその儘に移して保存致す方よろしくさすれば屋根等

も当時の東京市外たる方便宜と存じたることと、会々紀元二千六百年記念事業に関連せし

めてこの意図成就せしめんとしたるが為に (略)

澁澤は戦後になって野タト博物館という言葉を使用することになるが、澁澤が実現しよとした

野外博物館は単に建築物を移築しただけのものではなく、スカンセンのように生活を再現した

ものであった。

2.ス カンセン野外博物館とノルウェー民俗博物館の比較と現状

スカンセン野外博物館の概要

①アートゥル ・ハセリウス (Artur Hazelius)と複製展示の理念

スカンセンは、1891年にArtur Hazelius(1833～1901)に よってスウェーデン国内の異なっ

た地域の過去の生活や仕事を現代の人にいかに伝えるかを目的として、ス トックホルムの

ジュールゴーデン島に設立された世界初の野外博物館である。

アートゥル ・ハセリウスは1833年に、陸軍士官の父のもとストックホルムに生まれ、ウプサ

ラ大学でスカンジナビア語を学びスカンジナビア言語学で博士を取得した。語学の教師になっ

たハセリウスは1872年の夏にスウェーデンのダラーナ地方を長期旅行し、自分の足と目で、伝

統的農業社会が苦境に立たされている急激な変化を目のあたりにしたのである。これを契機と

し講義の仕事と並行して広範囲に国内を旅行し、異なった州の特質を調査し、地方文化の知識

を得ることにより、国の伝統的文化が下降の兆しを見せていることに気づいたのであった。
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ハセリウスはダラーナ州で朝の礼拝の為に教会

の小舟に乗って谷を行き来する人々を見て、彼らの

伝統的衣装が現代に如何にして伝承したかを理解

し、その伝統的衣装が失われていく過程に憂いを感

じて、まず衣装を中心に収集を始めたのであった。

これらのコレクションが歴史博物館への最初の大

きな寄贈コレクションとなり、その後も収集活動は

続き、より大規模のコレクションになっていったの

である。

1870年初頭、スウェーデンは人口400万人強のう

ち300万人が地方に暮らしていたが、国自体の生活

の変化により独 自の農業を営む多 くの農民が仕事

を離れ、それに伴い土地を持たない階級が成長し、

人口増加も相倹って借家の日雇い人夫や召使い、契

約労働者層が多く形成されていったのである。土地

改革は村を破壊 。再分割し、暮らしを変形させ、それと同時にビルが建てられていった。農業

は機械化し、組合を伴う工業化生産は優秀な商品の効率化を上げ、土地を持たない階層は北ス

ウェーデンの造船所、工場、製材工場に職を探す為、列車で家を離れたのである。1860年の終

末、不作により10万人以上のスウェ
ーデン人がアメリカに出稼ぎに行き、1880年にはこの出稼

ぎの波は増大し325,000人のスウェーデン人がアメリカに、52,000人がさらに遠い国に流れて

行く事態が生じたのである。このような情況の中、スウェ
ーデンの社会は変わったとハセリウ

スは痛感したのである。

ダラーナ地方に滞在中は、急速な変化で消失していく田舎が、いかに魅力的な地域であった

かを記録し、まず古い農業文化を後世に残す為に必要な衣服、ありふれた家具、手作 りの玩具

などから収集を始めたのであった。衣装のコレクションを借家 (その博物館は平屋で室内には

民族衣装を着けた等身大の人形が展示され、背景にはパノラマが描かれた)で 公開したのち、

ストックホルムの中央、 ド ロットニングガータンの南北二つの展示場に資料を移し、1873年10

月24日にはスカンジナビア民族学博物館 (The scandinavian Ethnographic Collection)とし

て展示公開を始めたのであった。

これは現在のノルディカ博物館 (Nordiska Museet)へと成長展開していくのであるが、伝

統的展示と博物館の内装はハセリウスの教育的意図を満たすには十分なものではなかったので

ある。彼は自然環境を伴う展示、つまり自然の中で飼育された動物とともに、その時代の衣装

を身に付けた人々や調度品が備わった家の展示で歴史観を強調したかったのである。

ハセリウスは野外博物館の構想を長く抱いており、1885年にダラーナ地方で
一般にモラ小屋

と呼ばれていた建物を入手し、これにより、彼の計画は
一層確実な姿となり、1891年にはスカ

ンセン初の用地購入が実現したのであった。

1878年パリ万国博覧会において、ハセリウスはスウェーデンの農民の暮らしを中心とした展

Artur Hazelius(1833-1901),the fOunder of Skansen

Painting by」ulious Kronberg

『SKANSEN Traditional Swedish StyleJ より転載
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示で、世界的な評価を得て金メダルが授与された。それは伝統的衣装を着たダラーナ地方の実

物女性を模 した蝋人形や、コスチュームスタッフを配置するなど、平面的展示から脱 した新 し

い技法を採り入れた展示法が高い評価を得たからであった。このようなパリでの成功とストッ

クホルムのコレクションの増加に伴って、1880年に博物館の名称は北方民族学博物館に推移し

たのである。ハセリウスは後年、誇り高く 「北方民族学博物館はスウェーデンの人々の財産と

見倣されるに違いない」と書き残している。国中至るところに張り巡らせたネットヮークによ

リコレクションは敏速に成長し、より大きな建物の必要に迫られた。1882年、 ドロットニング

ガータンに利用できる土地を作るように王を説き伏せて、巨大な建築物はIsak Gustaf Clason

によって1888年から建設され、その後1907年まで続き、ハセリウスの死後 6年経ってから一般

公開されたのである。

北方民族学博物館の建設により、ハセリウスの新しい発想はさらに進展していったのである。

展示目的とした絵画描写を使う方法は成功したにもかかわらず、伝統文化の維持や教育的目的

に満足し得なかったのである。つまり、古い農場を再建し、過去と同じように家の中に住み、

猫はストーブの前でゴロゴロとのどを鳴らし、大は大舎の前で日向ぼっこをし、草原では家畜

が牧草を食むといった、日常生活すべてを生き生きと描きたかったのである。まさに、このよ

うな先駆的な発想が野外博物館設立へと導いた原点となったのである。

ハセリウスは 「私の考えは、調度の整った博物館から離れた、他のいかなる博物館とは違っ

た、即ち民俗学と文明の歴史を目的とした野外博物館である」という言葉を残している。その

後スカンセンの土地も徐々に拡張され、スカンセンの活動もハセリウスの意図のもとに着々と

組織されていったのである。

現在のスカンセンがある場所は、19世紀初頭は岩と

松林だけのジュールゴーデン王立公園に所在しており、

1810年頃に貿易商ジョン・バーグマンがス トックホル

ムの見晴らしのよい丘の頂上に大きな別荘を建て、素

晴らしい庭園も造った。広大な所有地は8エ ーカーも

あり、彼の使用人のために建てられた赤い家がある「赤

い通 り」と、彼の別荘である 「黄色い家」で知られた

建物が続いていたと記されている。

アートゥル ・ハセリウスは1891年にその敷地の一部

を購入し、 5年 後に全敷地を手に入れ、別荘は水族館

と植物栽培室にあてられ、後にハセリウス自身の家と

したもので、赤い家はハセリウスの労働者の主力を成

すダラーナ地方の女性を含むスタッフの家としたので

ある。最初の年は歴史上関心のある建物、動物を飼育

するための土地、散歩道、庭園を伴う野外博物館の建

スカンセンの複製展示     設 に充てられたのであった。

『SK A N S E N  T r a d面o n J  s w e d s h  S tゴe』より転載   1 8 9 2年 、 ス カ ン セ ン は ボ ル ナ ス の 家 、 牧 場 、 ヤ ム ト
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ランド地方のハスヨーから来た鐘楼の複製 (The Hisiё belfy.Built in 1892,this is a copy of

the belfl・y of Hisiё churCh in the province of Jttllltland,erected 1778-9 by Pal Pehrsson of

Stugum.)を主とした建築物から構成されていた。ハセリウスはオリジナルを移築したかったが、

強い反対に遭ったため、複製で満足せざるを得なかったのである。1893年には次の複製として、

オスターゴットランド地方のビョーグヴイックから壮大な貯蔵所の複製が、その翌年にはオス

ターゴットランド地方北部のハレスタッドからスウェ
ーデンで最も高い鐘楼が移築された。

1895年にはラスクブロ農場内の家屋が加えられ (現在はアイアンマスタ
ーの農場の一部を形成

する)、1896年には初めて完全な農場としてハランド地方からオクト
ープ農場が移された。同年、

エマヌエル ・スウェーデンホーグの東屋が取り付けられた。さらにその翌年、ヴァスタ
ーゴッ

トランド地方からはホーシボルガ小屋及びフラメスタッド製粉場が、またスマランドのヴイル

センスガタンからは東屋が加えられた。これらと
一緒にダラーナのファイルナスから貯蔵小屋

が加えられ、ハセリウスの晩年にはノルウェ
ーからヴィストヴエイトの貯蔵所が加わったので

ある。

スウェーデンは当時まだノルウェーと統合されていた頃、スカンセンとノルディック博物館

それ自体をもって、新の北欧人の博物館を創設しようというのがハセリウスの狙いであった。

野外博物館に建築物の複製を建設することは独特の考えで、
一風変わっていると思われるが、

ハセリウスはその地方、その時代の形式と典型的な建物が重要であると考えていたのである。

そして彼が選んだ建築物の移設が不可能であったなら、稀少な存在の実物資料を移動させるよ

りはむしろ複製を作るほうが良いと考えたからであった。

また、ハセリウスは一般庶民にとって祝いの行事が魅力的であることを知っていたので、こ

の頃からスカンセンでは多くのイベントが企画され、春の祭りなどの歴史的イベントは愛国心

として人々の記憶に根付いていった。スカンセンでは子どもから全ての年齢層に対して、年間

を通じて祝宴や伝統舞踊、民俗音楽、生活工芸が執り行なわれたのである。

ハセリウスは単に木や花があるというだけの自然空間を造るのではなく、鶏や鵞鳥を放し飼

いにする展示を実践したかったのである。つまリスカンジナビアに属する動物や植物などの自

然現象を展示し、教育的かつスウェーデンの原風景としての役割を担う野外博物館としたので

ある。野外博物館は実際に家の中で伝統衣装を着て、歴史的な品々に囲まれ、草原や森林の環

境の中で牛や羊を飼うといった、完備された幻想的空間であるという点において、他の博物館

とは本質を異にするものである。殆どの博物館では、来館者はその時代の眼鏡や柵を通して、

あるいは描写されたものを通して現在という空間で展示物を見出す。しかし、野タト博物館にお

いては過去に踏み込むことが可能で、庭の入口を通って歩き、家々の玄関の中に踏み込めば、

来館者は現在という空間から非日常的空間への移動が可能なのである。それらすべての情報が

来館者に時の柵を越えて、過ぎ去りし日々にタイムスリップして音を体験できるはずなのであ

る。来館者の五感を刺激することによって、野外博物館は情報利用の効果的成長が期待できる

のである。スカンセンを逍逢すれば、来館者はスウェーデンの北から南の文化的景観の特徴と

形式を見る機会が提供されるのである。

ハセリウスは屋内 ・屋外の両分野とも民俗博物館の必須構成と見なしたことから、北方博物
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館は資料保存 ・修復 。調査 。出版等を行い、スカンセンは五感に訴える教育に重きを置いたも

のであった。特筆すべき事は野外博物館に開館当初から動物園が含まれていたことと、複製を

展示したことである。ハセリウスは移築が不可能な資料に関しては、あえて実物を収集せずに

複製を造って展示を実践した。それは資料の保存という概念よりもその建物が置かれている地

域性やその建物の形式を重視したからであり、地方の特色ある典型的な建築物を環境とともに

展示することで、国民に消失しつつある地方文化や郷土心を啓蒙しようとしたのである。この

ような理由でオリジナルでなく複製でもよかったのである。したがってスカンセンは資料の保

存よりも教育を主たる目的とした野外博物館であると考えられるのである。

②入館者

杉本尚次も 「非常に市民に開放されていわゆる博物館である一方では、遊園地でもある」と

述べているように、現在スカンセンは園内に動物園、水族館、遊園地を設け、国民の娯楽施設

としての活用の需用が高く、年間を通じて多入館者数を誇っている。我が国のように多種多様

の娯楽施設が氾濫している環境のなかでは、博物館を憩いの場として利用している国民の割合

は非常に少ないと見受けられる。それに対してスウェーデンには娯楽施設が少ないことからス

カンセンが唯―のレジャー施設、テーマパークであり、人々の憩いの場となっているのである。

中でも乳母車を押して館内を見学する若い母親や、幼子を連れた若い夫婦が多く訪れているの

には驚かされる。雪深い季節が訪れる前の貴重な時期を屋外で過ごす為であろうが、かなり強

い雨にも拘わらず傘をさす事もなく、雨のことなど全く気にも留めず楽しく館内を見学してい

るのである。我が国では晴れた日でさえ、博物館内に乳母車を眼にすることは殆んどないであ

ろう。これはスカンセンに限ったことではなく、北欧圏全体にいえることであり、博物館でも

美術館でも幼い子どもからお年寄りまで多くの人々で賑わっているのが実状である。博物館は

間違いなく人々の生活の一部となっており、それは幼少から培われた躾ともいえるものと比喩

できよう。日頃から親が子どもの手を引いて博物館に訪れることで自然と鑑賞方法が身に付き、

博物館の利用の仕方や学ぶ力が養われていくのであろう。そしてその子が成人した時に自然と

自分が経たことを繰り返していくのである。これが文化の継承であり愛国心の育成につながっ

ているのである。

③点景技法

建物の多くにはショップが配置され、展示施設や映像を持つものもある。ガラスエ房などは

体験型展示のワークショップが行われ、屋外の歩道はガラスチップを敷き詰めることによりそ

の臨場感を高めている。展示の特徴は点景技法が至る所に施されていることである。スカンセ

ンの展示はこの点景一つでその場の空間が非常に生きてくる好事例であろう。中にはいかにも

故意に感じる点景展示も見られるが、多くは展示効果が発揮されたものとなっている。
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④チルドレンミュージアム

スウェーデンには子ども博物館が多く存在する。スカンセンがある工立ジュールゴーデン島

(Kungliga Djurgarden)にはスカンセン野外博物館のミニスカンセン (Lill―Skansen)の 中に

子ども動物園やスカンジナビアに生息する動物を集めた生態動物園がある。また、スカンセン

に隣接して子ども物語博物館
“
ユニバッヶンテルドレンミュージアム

"が
あり、これは子ども

の教育を主眼とした施設で、郷土文学的な教育性が強いものである。日本の子ども博物館は多

くが科学館であり、ユニバッヶンのような子ども博物館はまだ見られない。その他遊園地グレ

ナンドや水族博物館アクアリアもある。ストックホルムの博物館は特別に子ども用の展覧をし

ており、市の公共交通機関は子どもと乳母車を乗せやすく工夫され、週末には12歳以下の子ど

もはバスと地下鉄が無料になる。このように町全体が子どもたちにとって住みやすい町になっ

ているのである。

ノルウェー民俗博物館 (Norsk Folkemuseum)

博物館の歴史

ノルウェー民俗博物館はノルウェー最大の文化的歴史博物館で、欧州の野外博物館でも最大

級の一つである。博物館設立の目的は1500年前から住んでいたノルウェーの民族 ・文化を紹介

し展示するところにある。博物館は1894年に設立され、1898年にビグドーに環境とともに移築

荷車の配置による点景技法 (スカンセン) 点景技法 (スカンセン)

ガラスエ房でのワークショップ (スカンセン) 同 ミ ュージアムショップ (スカンセン)
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された。当時はノルウェー人が国家からの独立を望み、国 |

民意識が最高峰に達した時でもあった。1881年に王の別荘  |

がビグドーに建設され、1907年に民俗博物館の一部ができ |

てオスカー2世 のコレクションは民俗博物館の中で最も古 |

いものとなっている。民俗博物館初代館長のハンス ・アー |

ル (Hans Aal1 1869～1946)が 博物館建設の為に働き始 |

めた時は弱冠25歳であった。ハ ンスは収集されたノル |

ウェーの民俗芸術が自国ノルウェーではなく、スウェーデ |

ンのス トックホルムにあるノルディック美術館に収蔵され |

ることに疑間と憂いを感じていたのである。そのようなこ

とから1898年になって、美術館はビグドーのオスカー2世

Hans Aall(1869～ 1946)

『NORSK FOLKMUSEUM』 より転載

コレクションの隣に移されたという経緯がある。

1900年、パリ万国博覧会でハンスは博物館設立計画の模型を展示したが、あるノルウェー新

聞はそれを実現は不可能という解釈から 「空の城」と呼んだのである。しかし、1901年にノル

ウェーで最初の大規模な文化的歴史展覧会が開催され、民俗芸術、民族衣装、教会美術、肖像

画、軍服等の展示物がさらなる研究の対象となったのである。ハンスは民俗博物館が科学の方

法と理論の基礎になることを目的とし、また上流階級から下層階級までの輸入家具や手作 りの

玩具といった、ノルウェーのあらゆる国家的遺産を収集対象とし、この要望は博物館の設計図

に反映されていったのである。

また、この博物館は積極的にノルウェーの文化的歴史の研究を行い、それらの成果を数多く

出版した。1946年、ハンスは亡くなる前に野外部門の完成を企て、1950年から60年代における

オスロの労働階級、農家の小作地、荘重な農家の所蔵品、大学寮、ノルウェー薬博物館などの

建物を収集したのである。中世から維持されている155棟の建物が、整然と野外に区分され、

移築されている。中でも中心となっている展示物は1250年から1300年建築のローランド地方か

ら移築された Gol教会で、それは民俗博物館の象徴展示となっている。

その後1970年から80年の間の民俗博物館の活動の特質は、学校教育と連携を図るべ く、新し

い活動や企画によって人々を魅了させた点である。1990年には歴史的対象物を20世紀に移し、

新しい建物を建て、現代の道具の収集をもしている。博物館は屋内においても民俗芸能 。民族

衣装 。玩具 ・ラップ人の人工物などを上手に流動的話題と幅広い時代で常設展示している。野

外博物館において博物館の職員は、年間を通じて沢山の参加型の踊りやガイドツアーを一般市

民向けに企画し、それらの行事案内はパンフレットで一覧できるようになっている。

博物館の図書や写真、古文書も一般公開されており、それらのガイドは野外博物館の各建物

を端的に説明しており、最も重要なタイプの建物には説明がなされているなど、細やかな展示

意識が所々に認められる。この博物館はまた、偉人やノルウェーの文化的歴史の情報を与える

重要なガイドブックとしての役を果たしているのである。

平日ということもあろうが、スカンセンと比較すると多くの人々で賑わっているということ

はなかった。しかし、幼稚園の子どもたちが雨降りにもかかわらず見学に訪れていたことから
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も市民の中の博物館になっていることが理解できた。

演示者 も少なくテーマパーク的内容の野外博物館ではなく、建築物の保存を主とした野外博

物館 といえるものである。コスチュ
ームスタッフなどの人間を配するとかえって現実に引き戻

されてしまうため、演示者が少ないことで当時の環境に身を置いたまま逍遥でき、野外博物館

だからこそ体感できる環境と共に文化を学ぶことが可能となってぃる。この点のみをもって考

察すると、スカンセンよリノルウェー民俗博物館の方が野外博物館の基本であり、歴史の重み

が伝わる力が強いといえよう。

また、ノルウェー民俗博物館は敷地内に屋内展示施設を持っていることも高く評価でき、そ

の内容もかなり充実したものとなっている。移築民家に関する情報は屋内の展示施設でも展示

され、核となる博物館が同じ場所で公開されることは非常に重要であり野外博物館の理想形態

でもある。この点から考えてもノルウェー民俗博物館は歴史的重みのある、基本的、且つ優秀

な野外博物館といえるものである。

おわりに

現在のスカンセンはかなリテーマパーク的な要素が強いが、当時日本人が北欧の地を踏んで、

初めて スカンセンという野外博物館を見て異国を訪れた新鮮さと相挨って博物館をとりまく

ノルウェー民俗博物館 幼い子どもたちの見学者

ノルウェー民俗博物館 (チルドレンミュージアム) チルドレンミュージアムの展示
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素晴らしい風景に驚きに似た感動を受けたのであろう。これまで見たことも無いものを見た時

の驚きと発見こそが博物館から受ける最大の情報なのである。

我が国の学者たちがスカンセンを見て、日本にもそのような野タト博物館の必要性を説いた。

黒板勝美は歴史学者であったが、博物館学者ではなかった故に前述した以上の展開には至らな

かった。我が国の野外博物館建設に尽力した澁澤敬三もスカンセンとノルウェー民俗博物館の

両方を見ているにも拘らず、ビグドーには興味を示さず、スカンセンに傾注したのである。澁

澤がビグドーに関心を持っていたら、日本の野タト博物館はまた違った方向に展開していた可能

性も指摘できよう。

博物館とは何かという基本理念に戻ることになるが、アミューズメント施設 。テーマパーク

と博物館の違いをどこで線引きするかという問題は難しい。動物園に関しても民俗学博物館の

中の動物園としては当該地域の属性に欠ける動物も展示されており、明らかにハセリウスの理

念が踏襲されていない点も現在多々存在している。さらに、スカンセンは惜しむらくは核とな

る屋内展示施設である北方博物館が敷地内に位置していないことである。したがって、スカン

センはあくまでも文化の伝承、教育を第一義とした野外博物館であり、資料保存は第二義であ

るといえよう。

音声ガイドで見学する学生たち

(コベンハーゲン市立博物館)

祖母と来館する少年

(コベンハーゲン大学附属地質学博物館)

)●■■■■=尋r■IIIギ ■●ヤi
野外美術館に訪れる女子学生

(オスロ フログネル彫刻公園)

開館を待つ子どもたち (デンマーク国立博物館)
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北欧圏の国立 ・王立博物館や美術館の多くが入館料は無料である。それ故、人々は気軽に博

物館に立ち寄り、何度でも訪れることができる。コペンハ
ーゲン大学附属地質学博物館では祖

母たちが小学校から帰った孫を連れて見学に訪れていた。少年たちは慣れた様子でロッカ
ーに

荷物を置く様子などから、博物館内の動線を熟知していることを窺い知ることができた。特別

な用事が無い限り、まず日本では学校から帰って祖母と博物館に訪れる子どもは少ないであろ

う。子どもの頃から国立大学の博物館に親しんでいれば、少なからず科学の芽も育っていこう。

また、コペンハーゲン市立博物館では高校生と思われる少年
・少女たちが音声ガイドを片手に

楽しく見学しており、また
一方では高齢者のコミュニテイの場にもなっていた。国立博物館で

はカフェで若い夫婦が赤ん坊にミルクを与えていたり、館内のテルドレンミュ
ージアムでは多

くの子どもたちが遊んでいた。沢山の入館者とその見学者たちの日常の過ごし方は羨ましい限

りである。無料であるから何度でも訪れることができ、無理な見学もせずに、残りは明日にと

いうように自然とリピートするようになっているのである。我が国も市民の中の博物館
。市民

のための博物館を目指すには、教育機関である博物館の無料化を先ず第
一に考えなければなら

ないのである。

末筆になりましたが本稿の執筆にあたり、慶應義塾大学法科大学院生二村佑君にスウェ
ーデ

ン語及びノルウェー語の翻訳をご指導戴きました。記して御礼申し上げます。
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A Museology of Tsuboi Shogoro (1862 - 1913)

青 木
血
豆

AOKI Yutaka

理学博士坪井正五郎の専攻は人類学であったが、当時考古学は
一般に人類学の中の考古学と

位置づけられており、その中から日本考古学の確立に努めたことは坪井の最大の業績であると

ころから、明治期を代表する考古学者であったと評価されている。

人類学者。考古学者としての坪井の学統は、同じく明治期を代表する考古学者三宅米吉 (1860

～ 1929)と は大きく異なるものと看取される。三宅の意図する考古学とは、『考古学会雑誌』

創刊号に三宅自身が著した 「考古学会趣意書Jに は、「各自代のあらゆる事物を総合して時代

時代の社会の有様を故の如く構成し、以って後人をして
一目瞭然前代の世代を知らしむべきも

の」、「歴世社会の有様を漸次総合構成することJと 考古学の趣旨と目的を記している。即ち、

考古学を歴史学に位置づけたのに対し、
一方坪井の考古学はあくまで人類学の中の考古学であ

り、その人類学は学際的であったことを最大の特徴とする。それ故に坪井自身は明記こそして

いないが博物館学的思想をも確立した人物であったことは邊見端
註1が
指摘 した通 りであり、

明治期に於ける博物館学萌芽期の先駆者として評価されねばならない学者であると考えられる

のである。

出自

出自については、ご自身が著された 「坪井正五郎小伝」
註2に
詳しいので、該書を要約する。

江戸両国浜町矢ノ倉 (現東京都墨田区)に 、文久三年 (1862)正月五日に生まれる。拠って、

誕生の月日に因んで正五郎と命名したと伝えている。

父は信良、母は坪井信道の女で、父信良は幕府の奥医師であった。二歳の時母を亡くし、以

降義母に育てられる。兄弟は無く、明治維新により徳川家に従がい明治元年 (1868)、五歳の

時に静岡ヘー家で転住したが、明治六年に再び東京に戻 り、以降東京で過した。五歳から十歳

までの幼少期の静岡での生活について、「坪井正五郎小伝」は次の如く著す。

静岡に御薬園とて小なる植物園有りて鶴岡某氏管理し居れり。余屡ば此所に至り植物培

養の状を見、面白き事に思ひ、家に在 りても小草を植え、種子を播き、花実を画き、名の

知れぬ草には何々草と勝手なる名を命じ楽みとせり。又色の異なりたる石、形の奇なる石

等を拾い集めて小箱に貯へ置けり。其頃惑る寺に珍物展覧会の催し有 りしが余之を見て早

速真似を試み父母に乞ふて二三の小道具を取り出し貰ひ、自ら採集せ り草花、小石等と共

に陳列し家人朋友に向ひ、好い加減の説明をして遊び興じたる事有り。
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明確な年令は不明であるが、十歳までの幼年者が、言うなれば博物館展示を行っているので

ある。この点が、後にパリ万国博覧会の人類学部の、今日で言う展示評価や我が国で最初の学

術の展覧会である人類学教室標本展覧会等を実施する、正しく前兆であったことは十分納得さ

せられる。

また、画をよくする同家の書生に感化され画を描き、八歳の時に本格的に画を学び雅号を小

梧と称した。小梧とは、正五の音を取ったもので父信良の命名であると言う。九歳の折には上

中下三冊からなる総紙数二十葉の 「草花画譜」を編み、それは着色写生図であり、更に果実解

剖図、根の形状図等も描き、培養上の注意をも集録し、寄生虫さえも描いたもので、我が国の

本草学に於ける植物図をはるかに凌駕したものであったようで、西洋植物書等の影響を受けた

ものであると自身は記している。

つまり、坪井は博物画的図化の技量の面でも天才であったと推定せられる。ここで彿彿する

ことは、坪井は考古学に於いてエドワード。S。モースの影響を少なからずも受けたことは自

身も回顧している通りであるが、何故かモースの研究方法であった製図による土器の実測方法

を継承しなかったことは不可解な事実とされている。その理由は自らも自負する天才的な博物

画を描く技量を有していたところからも、モースの実測図は相容れなかったのではなかろうか

と推察される。

本題に戻し、明治六年二月、十歳の時に両親と東京に戻り、翌明治七年二月に湯島麟祥院内、

湯島小学校に入学する。明治八年三月には神田淡路町共立学校入学。明治九年九月、十三歳の

時東京英和学校に入学し、翌明治十年に東京大学予備門に入学する。明治十四年、十八歳で動

物学専修の東京大学理学部に入学する。理学部に於いて動物学を選択した理由については、「坪

井正五郎小伝」に記している。

父は専門の選択に付きては一言もせず、全く余自身の意に任したるなり。余は何故に此

学科を専門として撰みしにや今は当時の考へを正しく思い出す能はず。友人は多分文学部

に入るならんと思い居りしと云へり。余が幼時の博物学的傾向と、モールス氏佐々木氏の

動物学者なりとの事実とが余を此学科に導きしにも有らん。

つまり、動物学専攻の理由は、坪井本人が生まれながらにして持ち合わせた博物学的素養と、

動物学者で大森貝塚を考古学的に発掘調査したエ ドヮード・S。モースの影響があったことが

窺い知れるのである。こうした中で、その思潮は人類学の中の考古学に傾注した余りに、動物

学の正課試験に不合格となり理学部第一年終を落第するに至っている。

明治十五年四月に、『東洋学芸雑誌』に 「目黒土器塚考」を、福家梅太郎 (駒場農学校在学)

と共著で投稿し、当該論文が坪井の公刊論著の噌矢となったものである。

明治十七年に、同窓生であり後に植物学に転じた白井光太郎らと人類学会を設立し、『人類

学会報告』を、明治十九年二月に初刊している。

明治十九年七月同大を卒業し、今度は動物学ではなく人類学を専攻すべく大学院に進学し、

二十三歳で少年期より前途の目的であった官費生と成り、その夢を果したのであった。同年夏

季休暇中に栃木県足利古墳の調査を実施している。本調査は、我が国に於ける古墳の学術調査

の濫腸となるものであった。
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明治二十二年五月から明治二十五年十月までの三年余り、人類学研究の為め英仏両国に官費

留学し、これが坪井にとって博覧会
・博物館との遭遇であった。帰朝後直ちに東京大学理学部

教授に任じられ、翌明治二十六年九月人類学講座担任を拝命している。

また、帰朝後すぐに箕作直と結婚。箕作直は美作国津山藩洋学家系を祖とする東京帝国大学

動物学の教授であった箕作佳吉と、後の東大総長及び文部大臣となった菊池大麓を見に持
つ麗

人であった。坪井は、少年期の家庭環境の上でも恵まれ、結婚後も東京帝国大学教授というア

カデミズムの最高の地位に留まると同時に、学問を遂行する上での周辺環境にも極めて恵まれ

た人物であったと思われる。

人類学の中の考古学

坪井の学問的業績の
一つは、日本考古学の確立と人類学 ・考古学の普及啓蒙に努めたことで

ある。

明治十七年、二十
一歳の時、能登島に於いて塚穴ニケ所を調査したのが古墳調査の始まりで、

明治十九年には前述した我が国で最初となった古墳の学術調査を、栃木県足利古墳で実施する

など、古墳時代研究に意欲的に取 り組んだ。その後埼玉県所在の吉見百穴、東京芝公園内の丸

山古墳、福岡県所在の日ノ岡古墳等々の発掘を重ねた。明治三十三年刊行の 『古墳横穴及同時

代遺物発見地名表』の刊行にも全力を投入した。

次いで、明治二十九年に刊行された 『日本石器時代人民遺物発見地名表』は、考古学と石器

時代研究を定着、促進させた業績と評価されている。

また、東京市本郷弥生町 (現文京区向が岡弥生町)の 東京大学農学部内より、明治十七年に

有坂銘蔵らとともに検出した口縁部を欠失した壺形土器に対し、明治二十七年 「弥生式土器」

と命名したのは坪井であったことは周知の通りである。

坪井の学際的人類学

坪井の人類学、あるいは人類学の中の考古学を見る時、それは非常に広範な視座に立脚した

学域であったことが窺い知れるのである。例をあげれば切が無い程であるが、例えば明治十八

年に設立した人類学会の会誌である 『人類学会報告』第二号 (1886年)に 、広報と原稿応募者

に対する学術範囲を明確にする為に、「研究項目」と称し詳細に記している。これによると坪

井の人類学の概念は極めて広く、所謂人類学を基本に大学での専攻であった動物学、それに考

古学は基より、歴史学 ・民俗学、言語学、美学等々の自然系
。人文系の諸学を取 り入れた学際

的学統で、それは正に博物館学と言えるものであったと考えらるのである。この件に関し坂野

徹
註3は
、坪井の人類学は博物学であったとの指摘もなされているが、坪井の人類学は江戸時

代よりの博物学を学際的にもはるかに凌駕したものであり、更に展示論を構築している点が最

大の根拠である。また、坪井は好古家ではなかった。

更に、坪井は啓蒙意識を持った研究者であったことも大きな特質であり、出版や講演は元よ

り学術の展示を行うことにより、更なる啓蒙を企てたのであった。当該期、あるいは前後に於

いても資料の収集に軸足を置く博物館学の片鱗となる先駆者は多数存在したが、学術の展示を
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具体化したことは坪井の最大の特徴と言っても過言ではない。かかる観点では、我が国最初の

学術の展示者であり、展示論者であったと言えよう。このことはつまり、換言すれば、明治期
の欧米化に感化されない博物館学意識の持ち主であったのである。これは坪井自身が記すよう
に五 ・六歳にして草花 。小石等々を陳列し、さらにそれらの解説を周人に行う事を遊びとした
ことに始まるのであろうと推定されるところから、正に坪井の天賦の才であったと看取される
のである。

坪井の博物館学思想

坪井正五郎二十六歳、明治二十二年五月から明治二十五年十月までの三年余り、人類学研究
の目的で官費留学したことは、既に述べた通りである。学際的で広範な視座に立つ坪井にとっ

ての仏英の人類学は、余りに未熟なものに思えたのであろう。大学にも属さず、博物館を唯一

の研究の場として自学自習を行うなかで、その内容は博物館学展示論、資料論にも及んでゆく

のである。

仏英留学地での博物館学思想の発露

坪井の博物館学思想、中でも博物館展示論を代表する論著として 「パリー通信」
註4が
ぁり、

これは展示論の中でも博物館展示の配列に関する必要性と考え方を明示した論文で、我が国で

の博物館展示論の濫腸となる理論展開であった。

つまり、博物館展示の命題は、資料をただ見せるといった直裁なものではなく、資料が内蔵

する資料の背後に潜む情報を研究という形で抽出し、資料を通して紡ぎ出した研究の成果、即

ち情報を見学者に伝達することである。

従って、提示型展示であるところの羅列は学術情報伝達を目的とする展示ではないのである。

当該情報を具体的に展示という形で表現するにあたっては、当然ながら見せる順序、即ちある
一定の意図に基づく配列が自ずと発生するであろうし、またそれは展示の基本として不可避な

要件なのである。換言すれば展示の配列こそが、博物館展示に於ける具体的展示の意図の表現

の第一歩であり、配列により展示意図が生ずるのではなく、展示の意図により展示資料の配列

は、自ずと浮上してこなければならないのである。

当時文化の先進地であったパリにあっても誰もが理解し得なかったのであろうこの展示の基

本理論点を坪井は、簡単明瞭に指摘したのであった。1889年 (明治22)開 催のパリ万国博覧会

でのフランスの人類学展示に 「パリー通信」の全文を通して正鵠を射た批評を加えたものであ

るが、要点のみを記すと次の如くである。

萬國博覧含人類學部物品陳列の詳、棚の片隅に鉢植えの五葉松有り次に藁にて根を包み

たる高年青あり次に鉢植えのサボテン有り次にまた鉢植えの五葉松有り其隣に石菖の水盤

有り其下に石墓に植えた柘溜有り其隣にヘゴに着けたる忍草有り其隣に根こぎにしたる夏

菊有り、一千八百八十九年パリー府開設萬國博覧會人類學部物品陳列の模様は之に似たる

所無しとと云う可あらず、縁日商人の植本棚に似たる所無しと云ふ可あらず鳴呼、パリー

は人類學の中心とも言はる 地ゝに非ずや、(中略)専 門家の為に作ったのなら取調べ上の

―-26-―



坪井正五郎博士の博物館学思想

不便言ふべからず専門家外の人の為に作ったのなら斯学の主意を解する事難 し何れにして

も陳列法宣きを得たりとは決して言ふ能はず骨董會とか好事會とか言ふものなら深 く咎め

るにも及ばず一千八百八十九年パリ
ー開設萬國博覧會人類學部としては賞に不出来と言は

ざるを得ず (中略)

三月の雛にも飾り方有り、五月の職にも建て方有 り給の順が好ければ讀まなくとも草双

紙の作意は大概推量出来るものなり千字文を裁 り離れて投げ出しては讀み得る者幾人かあ

る、当局者は斯道の学者なり必此陳列法を以って十分なものとは信じて居られぬならん、

信じて居られる筈が無し、熟ら不都合なる陳列の現はれた原因を考ふるに全く室の都合、

棚の都合、箱の都合右左前後照応杯と云ふ所に在る様なり、物品は本なり、入れ物は未な

り、入れ物の形状大小の為めに物品陳列の法を曲げたるとは呉々も、残念なる次第ならず

や私は物品の好く集まったのには感服します、列べ方の好く無いのは遺憾に思ひます、縁

日商人の植木棚の草木の様で無く理学的の植物園の草木の様に是等の物品が順序好 く列ベ

て有ったならば人類学部設置の功はさらに大でござりましたように遺憾なる哉、遺憾なる

哉。

日本文化の中の展示意識の強さの発露を見い出すと同時に、明治人の面目躍如に溜飲が下が

る思いすら感ずる。坪井は、確固たる展示命題を保有する中で、命題より発生する展示の配列、

即ち展示の意図と目的に基づく配列の必要性について言及しているのである。パリ万国博覧含

人類学部物品陳列の展示が、人類学の研究成果による何らの意図的分類と配列がなされず、そ

の展示状況はまさに 「縁日商人の植木棚の草木Jの 如 くとし、更に展示上の配列の必要性につ

いては 「三月の雛にも飾り方有り、五月の職にも建て方有り給の順が好ければ讀まなくとも草

双紙の作意は大概推量出来るものなり」と的確なまでの例を取 り、展示の基本論を展開したの

であった。明治二十二年の事である。

更に坪井は、大英博物館の展示と分類に至っても厳しい批判を 「ロンドン通信J註
5で
行って

いるのである。

私は世界に名を轟したるブルチッシーミュ
ージアムにして斯く不道理な分類を用ゐるは

何の故たるを解す事が出来ません、(中略)エ ドワ
ー ド・工 。ボンド氏 (プリンシバル、

ライブラリヤン)は 案内書諸室の末において 「・・・蒐集品は物好きや
一時の慰みの為に

示して有るのではなく工芸と考古学とに益の有る様にとて示し有るので有る
。・・」と書

かれましたが之また疑ふ所でございます。

美術工芸資料に於いては有る程度は許容されるであろうが、資料の分類なき研究は有 り得ず、

その結果である展示に於いても分類なき展示は有 り得ないのである。何故なら展示とはある
一

定意図、考え方に基づく情報伝達行為であるからであり、分類が不具合であること自体が、情

報伝達を目的とする展示が不充分であり、抜本的な研究に於いても不具合である点を坪井は指

摘したのであった。諄いようであるが、1890年、明治二十三年の事である。

坪井正五郎の展示技術論

坪井は、明治三十二年に 「土俗的標本の蒐集と陳列とに関する意見J註
6と
題する論文で、博
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物館展示技術論を展開したのであった。展示技術論、即ち展示工学に関する論文は、勿論のこ

とながら我が国初の快挙であったことはいうまでもない。当該論文で著されている技術論は、

前述の如く確かな展示理論に基づく技法であったことは確認するまでもなく、理論 ・技術学と

もに我が国の博物館展示に於ける先駆けであるところから、我が国の
“
博物館展示学の父

"と

尊称するに価する人物であることが、窺い知れるのである。以下当該論文の要所のみを記すと

下記の通りである。

事の順序としては標本蒐集が標本陳列に先だつ事勿論でござりますが、物の集めるに

営っては何とか主義を立てて置くのが必要で、此主義と云ふものは其物を何にするかと云

ふ目的に由って定まるものでございます。今述べやうと云ふのは、土俗的標本を人類学上

の役に立てる様に陳列するには、如何にしたら宜からうか、随って此目的に適ふ様に標本

を集めるには如何に心掛けたら宜からうかと云ふ事でござります。

(中略)

侵 りに衣服の原料が本の皮を裂いて織 り上げた物で有るとすれば、先ず其木の皮の小片

を板の一部に括 り付け何樹の皮と云ふ事を明記し、其一端裂き掛けて置き、其脇に此皮か

ら製した糸を添へ、裂き掛けの部と此糸とを色糸で連続させ、更に色糸を機織 りの写真か

図画かへ引き付け、若し機織 り道具が有るならば、夫れ等をも適宜に板へ括 り付けて、各

器具と写真或は図画中の其物とを例の色糸で繋ぎ合わせて置く。機織 り道具の大に過ぎた

場合には縮小模造を以て之に代へるが宜し。写真或は図画中織 り上げに成った所の示して

有る部からは又色糸を引き出して実際に織 り上げた布の小片に結び付けて置く。彼様に述

べ末ったら他は一々申さずとも類推出来ませう。有る可く文字を書かず、出来る丈解設を

省いて、しかも多くの文字を列ね長い説明を添へたよりも理解し易く仕やうと云ふのが、

此陳列法の党でございます。

(中略)

衣服器具は必しも完全な物を持って来るには及ばない。写真か図画が有れば実物は其質

を示す丈の小片でも沢山である。住居構造の諸部分は小片でも好いから成る可く取って来

るが宜しい。固より完全な物が十分に揃へば夫れに越した事はござりませんが、或る一つ

の完全な物を得んが為に他の物が整はないと云ふ様な事が有っては誠に遺憾でござります。

土俗的標本蒐集に際しては常に摘要の二字を忘れない様に致度いのでござります。

坪井は先ず基本機能であるところの資料の収集は、確固たる目的がなければならないとし、

中でも抜本的目的は展示であることを断じたのであった。これは、人類学の情報伝達に於ける

補助資料としての土俗資料について述べたものであるが、その展示を意図した学際的思考には

驚くべきものがあると言えよう。

現在でも、まだまだ資料を見せるのみの提示型展示が一般的であるのに対し、明治32年にこ

こで坪井の意図する展示は、あくまでも資料を見せるのではなく、二次資料を活用し資料で情

報を伝える説示型展示を意図している点に驚愕すら覚えるのである。
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坪井正五郎が実施 した展示

坪井は、明治十九年九月に人類学研究の目的で大学院に入学した。この事を機に、かって
エ

ドヮード・S。モースが発掘した大森貝塚出土資料等々を展示していた標本室を担当する事と

なり、この折に坪井自身が今まで収集して来た資料等々をも含め、新たに陳列場を設置したと

記す。最初は
一ツ橋外の倉庫を利用したものであり、次いで本郷の大学構内の

一室に転じ、こ

こで人類学標本を天覧に供し、「無位無官の
一書生たる身を以て腿尺に奉るの栄を得たり。」と

『坪井正五郎小伝』に明記している。坪井二十三歳の事である。幼少期からの展示は、ここで

学術の展示になったのであった。

以上のような経験を踏まえてであろうが、坪井は帰朝後の明治三十七年に、東京帝國大學人

類學標本展覧會を企画、実施するのであって、それは坪井の人類学とその啓蒙を目的とする展

示理論の実施であり、また集大成であったと見倣るのである。

この展示の構想と実施結果は、「人類學標本展覧會開催趣旨設計及び効果」
註7と
題する論文

に詳しい。論題からも明確であるように、展示そのものについて具体的に著した論文としては、

勿論のこと内容は我が国の晴矢を成すものであった点でも評価しなければならない。

そこには、端緒 ・方針 ・配置 。分捨 。準備 。開場
・説明 。結果 。希望の節となし、細かく本

展示について記されている。内容的には、充分なる構想に基づく資料の配列、展示室の構成が

実施されているのである。配列により生ずる動線計画も充分に考慮されたものであることは挿

図からも看取される。展示動線は左回りに展開されていることにも驚くばかりであるし、所謂

掛図等々の二次資料の活用も驚くばかりである。

さらには、休憩コーナーを設けると同時に、当該展示の延長上の人類学関係の絵はがき等々

を設置するなど、今日の博物館展示と何らの遜色なきものと看取される。坪井の思考の中には

「博物館学」なる学術名称こそなかったにしろ、既に博物館展示論を核とする博物館学につい

ては完成していたと見倣せるのである。

更に重要な事は、坪井の弟子であった前田不二三に博物館学思想が継承され、前田は、「學

の展覧含か物の展覧會か」
註8と
題する論文を著し、その中で我が国初の展示命題論を展開し、

「情的展覧含Jと 「智的展覧會」なる呼称をもって展示を区別し、情的展覧含の美術資料の展

示を除いては学の展示でなければならないと決定づけたのであった。

つまり、「ものを見せる」のではなく、「もので伝える」展示であらねばならないと結論づけ

たのであったが、当然ながら当該思想は坪井により醸成されたことは確認するまでもない。

余技

学術の啓蒙者であるが故に、児童博覧会等々にも関与したり、明治四十二年には三越流行会

に参加し三越百貨店のブレーンとして玩具等々の開発も手がける。

また、洒落や狂歌にも秀れていた人物である事は今に伝えられているc「『三』の字尽くし
―

第三回児童博覧会褒賞授与式に於て」と題する挨拶の中
註9に、三のつく言葉を意味を持って

使用し、その数五十回使用しているのである。何故 「三」なのかは不明であるが第三回児童博

物会の 「三」なのか、あるいは賛辞の 「三」であったかとも思われる。狂歌に於いて著名なの
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は 、

遺跡にて よ き物獲んとあせるとき こ ころはせっき (石器)胸 はどきどき (土器)
ふるさとの は つ日をしのぶたびがらす 声 はりあげて ガ ァ賀新年

展示論の展開レベルまでは至っていないように思えるが、独自の世界を展開している。

大正三年 (1913)にロシアのペテルブルグで開かれた、第五回万国学士院連合大会に日本を

代表して出席するも病気の為めに同地にて客死。享年五十一

註

註 1 邊 見端1986「明治期
“
博物館学

"の
面目―坪井正五郎博士の業績―」『博物館学雑誌』第11

巻第 2号

註2 坪 井正五郎 「坪井正五郎小伝J 2005 山 口昌男監修 『知の自由人叢書 う しのよだれ』所

収 初 出は1899「坪井正五郎小伝」『日本之小学教師』第一巻第六号

註3 坂 野徹1999「坪井正五郎の人類学」『年報 科 学 ・技術 。社会』第 8巻

註4 坪 井正五郎 1889・1890「パリー通信」『東京人類學會雑誌』第五巻第四十六 。四十七琥

註5 坪 井正五郎 1890「ロンドン通信」『東京人類學會雑誌』第五巻第四十八琥

註6 坪 井正五郎 1899「土俗的標本の蒐集と陳列とに関する意見J『東洋學藝雑誌』第16巻 東 洋

學藝社

註7 坪 井正五郎 1904「人類學標本展覧會開催趣旨設計及び効果」『東京人類學會雑誌』第二百十

九琥

註8 前 田不二三 1904「學の展覧含か物の展覧會か」『東京人類學會雑誌』第二百十九琥

註9 註 1と同じ

(國學院大學教授)
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明治期の植物学者の博物館学意識

A Museology of Botanist in the Meiji Era Japan

下湯 直 樹

SHIR/10YU Naoki

はじめに

我が国の博物館学は、「棚橋学」とlllD楡されるように、明治から昭和に至るまで活躍した棚

橋源太郎の博物館学意識を基礎として今日に至っている。また、その棚橋が遺した博物館学の

業績もこれまで往々にして語られ、今なお論究の対象とされている。しかし、1986年、邊見端

が 『博物館学雑誌』「明治期
“
博物館学

"の
面目―坪井正五郎博士の業績一」において明治の

博物館学者、坪井正五郎の博物館学の業績を発掘、著述した際に 「我々が現在の博物館を考え

る時、このような先人の業績を等閑にしては、その根本を見失いかねない。」
註1と
警鐘を鳴らし

ているように、一部の先人の業績のみ扱うのでは博物館学における断片的な事象を提えるに留

まることと思われる。また、博物館学の根本的な問題の所在を言えば、博物館学が学際的な学

問であるが故に、研究者がそれぞれ人文系、自然系、理工系などの専門を持っているため、専

門外の研究者が発する専門外の 「博物館学の研究」には疎くなるのは必然のことであろう。そ

して、これは先人の業績に関しても同じことが言えよう。そこで、本稿ではあえて人文系研究

者の立場から明治から昭和初期までを代表する自然系、特に植物学の先人、白井光太郎と三好

学に着目し、再評価してみたい。

これまで、白井光太郎は木村陽二郎編 『白井光太郎著作集』や上野益三の 『博物学者列伝』

などで、三好学は同上の 『博物学者列伝』や酒井敏雄 『評伝 三好学一日本近代植物学の開拓者』

などで、両氏の業績が明らかとなってきている。しかし、こと両氏の博物館学意識については

上記の論著は勿論のこと、博物館学研究の中においても断片的に扱われるのみであり、その全

貌は明らかとなっていない。そこで本稿は先行研究を基に各氏の略歴及び専門の植物学や天然

記念物保存事業等の業績に触れ、その上でこれまで語られることが少なかった博物館学意識に

ついて迫ることとしたい。

1 白 井光太郎 (1863～ 1932)

1…1 略 歴

文久3年 6月 2日 に江戸霊岸島の福井藩邸内で、父幾太郎、母花の長男として生まれた。藩

主、松平慶永 (隠居後は春嶽と名乗る)は 幕末の困難な時代にあって幕府や新政府の要職を歴

任し、明治という年号を命名した人物であった。「光太郎」という名の名付け親はこの春嶽で

あり、白井は春嶽の薫陶をうけて育った。
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白ォは東京英語学校、東京大学予備門を経て、帝国大学理科大

学 (現、東大理学部)に 入学した。大学では植物学科の矢田部良

吉 (1851～99)の もとで蘇類を研究し、1886(明 治19)年 7月

10日に同校を卒業した。卒業論文は 「東京及びその近郊の蘇類」

であり、この論文で理学士の称号を得た。同年 7月 24日には、東

京農林学校助教となり、翌年12月28日に教授となった。そして、

1899年にドイッヘ留学、1906年東京帝国大学教授となり、我が国

の植物病理学の発展に大きく貢献した。

1…2 植 物学の業績

大学卒業後、東京農林学校助教授となり、翌年教授となってか

らの白井の関心はもっぱら樹木で、林学上重要なマツ、クヌギ、ヤナギ、ポプラ、カンバ、カ

エデ、ガンビの諸属に詳しかった。白井が新学名を付した樹木はウメウツギとジゾゥカンバの

二種に過ぎないが自井は樹木学でもまた一流の先覚者であったといえよう。

1899(明治32)年 、三十五歳の白井は当時学問の発達が目覚ましかったドイツヘ留学を命ぜ

られた。これは将来の教授候補として、植物病理学研究のための二年二ヶ月あまりの官費留学

であった。その間、白井はベルリン大学教授兼王立植物団長、王立博物館長のアー・エングラー

(Adolf Engler 1844-1930)に付き、ベルリン大学やベルリン王立植物園博物館 (現在のダー

レム植物博物館)な どの研究室で学んだ。中でも、日本のヤナギ属、カシ属、ハンノキ属、イ

ヌシデ属を検討して得るところがあったようであった。

しかし、実のところ命ぜられた留学期間は満三年間であり、白井の留学期間はそれに満たな

かった。それは一つに白井が少年時代から保守的な思想を持ち、西洋風を嫌い、先祖伝来の風

習を好む人物であったことに起因したのではなかろうか。恐らく、異国の生活に、心情的に同

化できないストレスが相当溜まり帰国が早まったと推察できる。宮岡謙次は 『旅芸人始末記』

の中で、自井は 「発狂してグルドルフのきちがい病院に収容され」
註2たとゃゃ誇張して書いて

いるが、あながち間違いでもないようであった。また、「白井太郎伝」を書いた木村陽二郎は「筆

者にはしかし誰の尽力か知らないが、白井にベルリン植物園を紹介させて精神を安定化して、

調査費という名義で、下宿火災のべん償や入院費用が政府から出されたように思えてならない。

すなわち彼が留学中明治三四年三月大学は彼にドイツの植物園設計取調を依託し九月には手当

三百円を給した。彼はもちろん政府に報告書を提出したであろうが、一般人のために関連記事

を 『植物博物館および植物園の話』として丸善書店から明治三十六年四月刊行した」
註3と
も書

いている。

明治34年にドイツから帰国した白井は、明治39年に東京農林学校で欧米各国に先んじて植物

病理学を新設し、翌年教授に進んだ。そして43年には理学博士の学位を授与され、大正14年依

願退官まで教授職にあった。同年7月帝国大学名誉教授の名誉を受けた。

白井の専門は先述の如く、植物病理学であった。筆者は門外漢なので詳述出来ないが、植物

病理学とは植物の病害を診断し、予防あるいは治療するための学問領域である。今日農林業の
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ためには植物を害する病菌や害虫の研究がもっとも大切であるのは周知のことであろうと思う

が、つまるところ白井が稲のイモチ病を研究したように、白井がその基礎を築いたといえよう。

1…3 考 古学 。人類学の業績

白井ほど、多くの顔を持つ人物はいるのであろうか。これは別に誇張した言葉ではない。事

実、白井は考古学でもプロフェッショナルだった。白井は、大学生時代に、後に人類学や考古

学の礎を築いた坪井正五郎と出会い、知己を得た。2人 は同級生であり、在学中にお互い出土

品に興味を持ち、共に採集したり、またそれについて議論したりした。坪井が人類学会を立ち

上げた際も 『人類学会報告』第
一号に 「人類学会報告発刊祝詞」を寄せるなど2人 の関係は学

問上においても非常に良好なものだった。しかし、その関係は
一転することとなる。

京都文化財団研究員の山田邦和によれば 「白井は人類学会報告後の五年間に、同誌に十四編

の論文を発表している。これは決して数多いものではないけれども、そのいずれもが学史に残

る珠玉の論考である」
註4と
評し、その中でも重要なのは坪井との二つの論争であるという。お

雇い外国人教師の時代より、日本の先住民族は誰かという問題に関心が持たれてきた。それが

日本人の手によって問題提起されたのがこれらであった。
一つは旧石器時代の住民が白井によ

ればアイヌ人、坪井によれば未知の民族であるコロボックルというもので、もう
一つは吉見百

穴などの横穴について、白井は葬穴説、坪井が穴居住居説であった。坪井正五郎の主張するコ

ロボックル遺跡は同系統のものが内地にもあり、国内に蔓延していたことになると白井光太郎

が矛盾をつけば、その通リコロボックルは内地にも住んでいたと主張を返し、貝塚から発見さ

れる古代人の骨格は蝦夷そのものであり、これはアイヌを証明するものと主張すればコロボッ

クルの骨格の特徴のアイヌとの類似性で反論するなど二人は共に妥協せず、この問題は後代ま

で学者の論争の的となっていった。白井のこの反証は、かなり緻密な論理であり、後に坪井正

五郎の弟子となる鳥居龍蔵が回顧に人類学にめばえた鳥居少年は坪井より白井の方が 「むしろ

専門家のように」思い、白井に今後の指導を乞う手紙を書いたというほどであった。その後も

「アイヌ ・コロボックル論争」は小金井良精、鳥居龍蔵ら明治期の人類学界の主要メンバ
ーを

巻き込みながら断続的に続いたが、次第に、アイヌこそが日本の先住民族だとするアイヌ説が

優勢になっていった。論争の過程で、坪井はコロボックル説の整備に努め、『コロボックル風

俗考』などの数多くの論考を発表したが、最終的には坪井の突然の死により、コロボックル説

は消滅した。白井は出張のため坪井の葬式に出席することが出来なかったが、坪井の死を悼み、

主催する人類学会に左記のような歌を送った。
註6

同じ窓一つ机にいそしみし 学 の道あはれはらから

携へて探りし跡はありながら 君 を再び見んよしもなし

あはれ君同じ学の友垣に 迫 めぎし事も昔なりけり

この歌について木村陽二郎は 「せめぎあう、はげしい論争と親愛とをはっきり区別した両者の

関係が美しい」
註7と
語っている。白井は、大学卒業後、綺麗さっぱりと考古学から足を洗い、

植物学に邁進することとなったため、白井の考古学における業績が評価されることは少ない。

しかし、白井が端を発した 「アイヌ ・コロボックル論争Jに より実証主義を基本とする考古学
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者達が競ってお互いの説を崩そうと考古学史上の貴重な発見や学説を発表し続け、多くの遺跡
発掘を体系的に研究する契機となったことは間違いのない事実であり、氏の大きな業績の一つ

といって良いものである。また、今日我々が縄文土器と呼び親しんでいる名称の創始者が自井
であったことを忘れてはならない事実である。当時縄文土器は、貝塚土器という名で知られて
いたが、明治19年4月 の 『人類学報告』「石鏃考」の中で、同土器の文様が縄日であると認識

し 「縄紋土器」という名称を使用している。そしてまた、白井は1884年3月、有坂金召蔵、坪井

正五郎とともに東京府本郷区向ヶ岡弥生町 (現東京都文京区)で 素焼きの壷を発見した。これ

が縄文式土器とは異なるものと認められ、発見地の地名から 「弥生式土器」と名付けられるこ

ととなった。つまり、白井は縄文式土器、弥生式土器両者の命名と発見とに関わったこととな

り、これも白井の考古学における大きな業績の一つに挙げられるものである。

1-4 博 物学 。本草学の業績

白井の人類学、考古学の業績については先述した通りだが、考古学から足を洗い植物業理学

に邁進していた白井であったが、生来の好古癖は治らず、いつしかその対象は考古遺物から古

書籍へと変わっていくこととなった。これは 「僕 (白井)は 西洋の事は嫌で日本の事が好きな

のであるが、飯を喰ふ為めに仕方なく西洋の学問をやったので、外国へも行けと云ふから夫が

為めに行った様な訳だから、今日の様に農科大学をやめてからは、全く自分の好きな日本の奮

い事にのみ研究が出来て愉快だと話された」
註8とぃぅ海藻学者の岡村金太郎の懐古談の一文に

よく現れている。

その片鱗は学生時代からあったようで過去の本草学に興味を持ち、 ドイツ留学中に下宿先の

壁に貝原益軒の像を飾っており、学生時代に自らを新風仙人とも号したことからも分かる通り、

古い日本を愛していた。そのため白井は、本草書が海外の流出するのを惜しみ私費での購入を

生涯続けたのであった。その集大成が1891年に発行された 『日本博物学年表』(後、矢野宗幹

によって改訂増補)で あり、実に白井27歳の時のことである。「余は本草研究の範囲は、本邦

における本草学発達史 。本草学者の伝記 ・墳墓の所在 ・薬草そのほか有用植物の効能 ・産地の

研究 。本草学著書の保存 ・遺物の保存 ・採集品の保存および支那 ・朝鮮における同上事項の研

究等に亘る」
註9と
自身述べるように、当著作も多角的な視点で著され、日本生物学史を研究す

る者にとっては不可欠の書となった。またその後、白井が先鞭を付けた博物学史は上野益三に

引き継がれることとなり、博物学は我々一般人にも解りやすく、より身近な存在となったので

ある。

1…5 天 然記念物保存事業の業績

1906年、明治政府は国家神道の権威を高める為に、各集落にある神社を1本す1社にまとめ、

日本書紀など古文書に記載された神だけを残す 「神社合祀令」を出した。これに対し、1909年、

南方熊楠が研究対象である隠花植物の絶減の危惧し、巨木老樹が繁茂する社叢の意義を訴え、

神社合祀反対運動を開始した。次第に、この反対運動に賛同する者達も現れ、その一人であっ

た内閣法制局参事官・柳田国男 (民俗学者)は 、1911(明治44)年 、熊楠の抗議書 (『南方二書』)
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を印刷して識者に配布した。同年誕生した史蹟名勝天然記念物保存協会の発起人で、評議員で

あった白井は 『南方二書』を読み、「かかる多数の神社神林之廃減談をききては夢の如き心地

いたし、実事とは思はれ不申候」
註Юと柳田に手紙を送り、柳田を介して南方熊楠と白井は遊近

することとなった。直ぐさま、二人は文通を開始し、同年白井もまた 『日本及日本人』や 『太

陽』に合併の不可を唱えた 「神社の合併史跡名勝の破壊は国家の深憂」等を投稿した。白井は、

その後も自然保護活動に邁進し、「古墳」、「名木」、「名山」といった史蹟名勝天然記念物の保

護を訴え続けていった。結果、徳川頼倫候、徳川達孝伯、田中芳男、三宅秀の4氏 によって明

治44年3月 1日貴族院へ 「史跡名勝天然記念物二関スル建議案Jが 提出され、大正8年 4月 に

「史跡名勝天然記念物保存法」が発布されるに至ったcそ の後、史蹟名勝天然記念物の保存事

務が内務省で行われるようになると白井は調査会の委員を命ぜられ、大正13年まで会が廃止さ

れるまで在職した。そして、内務省の天然記念物調査嘱託となり、昭和 3年保存事務が文部省

に移管とともに嘱を辞した。白井はこのような自然保護活動を通して、終生文通の続く熊楠と

いう思わぬ知己を得たが、
一度その関係が破綻したことがあった。

先述した 『南方二書』の刊行で、有識者から支援を得始め 「大いに心も安く三年来始めて閑

悠を得」
註11た心境になっていた南方であったが、西牟婁群近野村の大杉樹伐採の

一件が持ち上

がった。このことから既に知己を得ていた柳田や白井に対し、伐採反対の請願書への連名を要

請し、白井らも引き受けた。しかし、近野村大杉の
一件はなかなか解決せず、業を煮やした南

方が息子も巻き込み親子共々弟1髪した上、県知事や白井に宛てに英国の旧知デイキンズをはじ

めとする国外有志に神社合祀反対の支援を依頼する旨を報告した。先述したように自井は武士

の面影残る国粋主義者であったため、熊楠のこの行為を|ヨ辱行為と受取り、絶縁を申し渡した

のであった。熊楠は生涯在野の研究者であり、官学者を嫌っていたが、明治以前の本草学を総

括した 『日本博物学年表』など白井の著作を座右の書としていた熊楠であったため、白井の絶

縁にかなり狼狽した。これに対して柳田も 「白井氏の手より貴下の手紙をうけとり拝見す。

今後運動の方法明瞭二派にわかるものとすれば、小生は申すまでもなく白井氏に加担す。日本

のこともわからず貴下の手紙一本にて直ちに運動をするような紅毛どもに声援をたのみ、今後

わが邦のクルッスの問題に容塚せしむることなどは小生も大きらいなり。―中略
―白井氏は正

直な人故、貴下の無分別な行為にも責任を分かたねばならぬかと思われし故に、この際共同を

解かんとせらるるならんも、何も人々の考え次第なればまずいと言ってもせん方もなし。
一中

略―とにかく今回の意見の相違につきては、東京のわれわれは決して折衷策や姑息主義を持す

るがため然るにはあらず侯。今後といえども貴下の御本心だけには同情を表し申すべく、方法

は皆だめだと評したく候」
言主12と
述べている。結局、南方に同情し手を差し伸べた柳田のとりな

しによって白井と絶縁を回復することとなるのだが、これは柳田、南方との交友から生まれた

実に白井らしい逸話の一つであるといえよう。

1…6 博 物館学意識

明治34年3月 大学が自井にドイツの植物園設計取調を依託し、明治36年に自井が
一般向けに

『植物博物館および植物園の話』力汗J行したことは既に述べた。それは実に105項にも及ぶ大著
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であった。当時、「植物園と名の付くものは一ヶ所か二ヶ所に過ぎない植物博物館も有名無実

の有様」
註13で
ぁったょうである。白井はこの様な我が国の状況に警鐘を鳴らすべく、当論考で

まず植物博物館を 「植物に関する内タト古今の図書世界万国の植物賠葉、標本等を蒐集し学術的

に分類整理して学術上及実業上の参考に供し且其研究材料を供給する所である」
註Иと定義付け

た。また、植物博物館がないことによる弊害、例えば資料の散逸や植物学研究者の窮状などを

訴え、植物博物館設立の必要性を懇々と説いた。そして、最後に理想ともすべき先進的なベル

リン王立植物園博物館の様子を詳述し、当論考を通して世論の喚起を促す内容となっている。

しかし、植物園内に研究や保存、展示といった博物館機能を備えた博物館を付設している 「植

物博物館」は現在も我が国には存在していない。刊行当時の反応も 「爾来外国における植物博

物館および植物園の状況を詳述したる 『植物博物館および植物園』なる一小冊子を刊行して警

告したことがあった。当時の先輩はいまだこれを爾く重大視せず。あたかも風に対する牛馬の

如き有様であった」
註15と
自身で述べている通り、「博物館」という存在そのものが危うかった

時代的側面があったことも相侯って反応は芳しくなかったことと思われる。とはいえ近年では

大阪自然史博物館や豊橋市自然史博物館のように公園内に動物園、植物園とともに 「自然史博

物館」や 「総合博物館」が設置されるようになった。つまり白井が端を発した我が国での植物

博物館構想は現在に至るまで実現しなかうたが、植物学が自然科学の一分野として位置付けら

れ、総合的な形で実現されたといえよう。

また、非常に短篇ではあるが、白井の博物館学の論考として1918年 『薬草輸出農産』第二巻

第二号の中に収録された 「本草博物館設立と古記録の保存」がある。これは雑誌名から分かる

とおり、薬学関係者に対しての呼びかけであった。白井はその論考の中で 「余の終局の目的と

する所は、日本に模範的の本草博物館を設立し、本草学に関する我国の文化を国人および海外

人に示し、もって我邦の開化に牢固たる根底のあることを知らしむにある」
註16と
述べている。

つまり白井は、我が国は西洋からモノも知識も全て輸入して開化したのではなく、素地として

本草学という学問があり、それを対外的に知らしめる施設として本草博物館を位置付けている

に他ならない。これもまた国粋主義の白井らしい論の一つであったといえよう。

1…7 終 焉

白井は若い頃からがっちりした体格でめったに病気をせず健康そのものであった。若いとき

は柔道をしており、動物学専攻の先輩であった石川千代松と柔道をとって下宿の壁を破ったこ

と、飯の中の少量のタンパク質から養分をとるという主張で早飯でたちまち四、五杯を平らげ、

その後、散歩に供すると大変な甘党の白井は汁粉二杯ぐらいはペロリと平らげる
註r、とぃっ

た逸話も残っている。

岡村太郎によれば、自井は晩年 「僕は西洋の事は嫌で日本の事が好きなのであるが、飯を喰

ふ篤めに仕方なく西洋の学問をやったので、外国へ行けと云ふから夫の篤めに行った様な訳だ

から、今日の様に農科大学をやめてからは、全く自分の好きな日本の奮い事のみ研究が出来て

愉快だ」
註18と
話していたという。しかし、そんな悠々自適な生活を送っていた白井も1932年5

月30日、自身が調合した天雄 (トリカブトの根)の 量を誤り突然逝去した。享年70であった。
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2 三 好学 (1861～ 1939)

2-1 略 歴

松平能登守 (岩村藩)の 江戸藩邸で生まれた。父は三好友衛

であり、その次男にあたる。ちようど七歳の時にちようど明治

維新が始まり、三好
一家は江戸を逃れ、能登守の藩領地の美濃

国岩村へ移り住んだ。その後、石川県第二師範学校に進学、東

京大学理学部生物学科を経て、大学院へと進んだ。その在学中

(1891年)に ドイツ留学を命ぜられ、翌年、帰国しプフェツフア
ー

(Wilhelm Pfefeer,1845-1920)について植物生理学を修め、35

歳の若さで東大教授に就任、理学博士の学位を受けた。東大教

授在学中に発表した研究論文は、100編におよび、その著書も

100冊といわれ、我が国植物学の基礎を築き、桜と菖蒲研究に

おける、世界的な第
一人者である。

2-2 植 物学の業績

今日、我が国で広く知られている生態学という言葉だが、これを創製したのが三好学だった

というのは意外に知られていない。三好は先に紹介した1891(明治24)年 のドイツ留学の4年

後に 『欧州植物學軌近之進歩』を著し、植物学を植物生理学 (P■anzenphysiologb)、植物形

態学(P■anzen_morphologie)、植物分類学(P■anzensystemajk)、植物生態学(Pttanzenbiologie)

に区分した。この分類の意義もさることながら、氏はヘッケルの造語であるoekologie(英語

Ecology)ではなく、当時のドイツ学界で用いられていた 「ここに言う所の 〔P■anzenbiologie〕

ハ通常一般二動植物学ヲ総称スル所ノBiologie(生物学)ト ハ其意味ヲ異ニセルヲ以テ、予
ハ

新二植物生態学ノ訳語ヲ作レリ」
註りという氏の注釈の如く、生物学の意 (広義)の Biologieと

は別に、生態学の意 (狭義)と して使われていたPttanzenbiologieに対し、内容表現の妙を得

た名訳語 「植物生態学」を当て嵌めたことに意義がある。

2…3 天 然記念物保存事業の業績

我が国において、明治維新後に成立した新政府が慶応4年 3月 13日 (1868年4月 5日 に発し

た太政官布告 「神仏分離令」、明治3年 1月 3日 (1870年2月 3日 )に 出された詔書 「大教宣布」

などにより神道国教 ・祭政
一致の政策がとられ、廃仏毀釈が引き起こされた。このことより、

仏教施設の破壊や仏像や寺宝などが流出し、大きな傷跡を残した。しかし、明治十年前後を境

として猛烈な破壊思想とともに、反作用となる保存思想の再認識がはじまり、後の1897年には

「古社寺保存法J、1900年には帝国古蹟取調会が発足した。

日露戦争後、これまで史蹟や名勝であった保存運動の対象は後に 「天然記念物」と呼ばれる

分野が登場することとなる。三好は1906(明治39)年 に初めて専門外の論文となる 「名木ノ伐

減井二其保存ノ必要」を 『東洋学芸雑誌』(第301号)に 投稿し、天然記念物保存の先llEを付け

た。三好は、名本は 「歴史的意味」を有し、「自然ノ記念碑」であり、「郷土ノ歴史」を連想さ
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せるものとし、名木の保存は 「学術上ヨリスルモ、歴史上ヨリスルモ、亦風致上ヨリスルモ、
一 トシテ必要ナラザル」

註20と
位置づけている。また当時、三好は東京植物学会会長という社会

的立場にあり、その著作や講演活動は多大に天然記念物保存運動に影響を及ぼした。

1911年には史蹟及天然記念物保存研究茶話会 (前身、史蹟紫史樹保存茶話会)が 開催され、

後に名勝が加えられ 「史蹟名勝天然記念物保存協会」が設立されるに至った。その中で三好は

植物学者の自井光太郎や地質学者の神保小虎らとともに常務委員となった。また、機関紙とな

る 『史蹟名勝天然記念物』を発行し、専門研究と見紛うばかりに史蹟名勝天然記念物に関する

数多くの著作を投稿した。その後、三好は再渡欧し欧米の天然記念物保存の現状を知り、『欧

米植物観察』や「欧米各国に於ける天然記念物の保存」などの論考でつぶさに報告している。「史

蹟名勝天然記念物の保存の目的は、前にも述べた通り、我邦の国宝として見る程の価値あるも
のを、出来るだけ完全に遺すのであって、固より学術の研究上其他の為めに必要であることは

言ふまでもないが、其根本的観念としては更に大なるものがある。即ち以上の保存を行ふこと

は我国体上最も必要であつて、風教を維持し国民性を陶冶して行く上に欠くべからざることで

ある。」
註a三
好のこのような論説に賛同する者も出始め、徳川頼倫候、徳川達孝伯、田中芳男、

三宅秀の4氏 によって明治44年3月 1日、貴族院へ 「史跡名勝天然記念物二関スル建議案」が

提出された。そして、大正8年 4月 に 「史跡名勝天然記念物保存法」が発布され、三好が明治

39年以来、唱え続けた国家事業として法による天然記念物保存がようやく確立されたのであっ

た。

2…4 博 物館学意識

三好の博物館に関する論考は後にも先にも1914年に出

された 『欧米植物観察』のみである。しかし、第七章の

「博物館の目的及び其種類」は24ページにも及ぶもので

あり、その内容はかなり充実したものとなっている。

三好は博物館に対して 「其目的は博物館の種類に依つ

て異なるが、何れも公衆の智識を開く為めで、一般観覧

者は自ら種々の事物を識 り、学問することになる、殊に

専門的研究者に取つては少からざる便宜と利益があつて、

自己の調べて居る参考材料に対して比較攻究することが

出来る」
註22施
設であると認識し、我が国の参考となる数

多 くの欧米各国の先進的な博物館の事例の紹介をした。

また、三好は博物館の種類にも触れ、博物館を 「一般

博物館と特殊博物館或は専門博物館」
註23と
に区別した。こ

の分類は陳列品の種類や内容の違いよるもので、この一

般博物館は棚橋源太郎の博物館学でいうところの総合博物館 (Gener」Museum)を 指し、戦後

の博物館学での分類と大差ないものである。三好の 「一般博物館」の定義は展示物の内容によっ

てなされ 「第一人類に関係のない天然物即ち動物、植物、鉱物、地質、化石等で所謂博物學に属

三好学 著 『欧米植物観察』
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するもの、第二人類に関係ある歴史、美術工芸品、考古学、人種学等に属す
るものが多い、従来

の博物館は大抵是等の全部を網羅して居る、我が東京上野の帝室博物館の如きも其
の一例であ

る」
註24と述べている。それに対し、あくまでも三好自身が日で見てきた博物館を対象に、専門博

物館に類するものを欧米の博物館の事例を挙げ、9ペ
ージにもわたり詳述している。その種類だ

けここに列挙すると、絵画博物館、彫亥1博物館、美術工芸博物館、人種学博物館、殖民博物館、

商業博物館、郵便博物館、科学博物館、農業博物館、山林博物館、地質学博物館、動物学博物館、

植物学博物館、高山博物館、海洋博物館、郷土博物館、以上16種である。これまで1888年岡倉天

心の 「博物館に就て」
註25ゃ、1899年高山林次郎の 「博物館論」

計26、1912年黒板勝美の 「博物館に就

て」
註27の
中で分類がなされてきたが、いずれも美術や歴史を専門とする人文系からなされた分類

であり、自然系からとしては初の試みである。また、事夕1を踏まえ
一つ一つ丁寧に説明を加えて

いる論考は当時類をみないものである。

さらに、同論考の中で当時先進的な展示の代名詞ともいえる 「生態陳列法」を紹介している。

その一文を紹介すると 「標本の作り方に就いても
一層の改良を加へて、専ら動植物の生活の有

様を実地に示すやうに出来て居る、彼の動物や植物の標本を器械的に並べたのでなく、其動植

物が天然に生活して居る状態を見せるのであるから、鳥類なれば其常に止まる樹木や草叢の有

様を現はし、獣類にても其棲んで居る場所を模擬してある、之が為め、実物の周囲は巧に細工

を施し、模型や画を加へて全体の景色を出すことを努めて居る、此陳列法は所謂 「生態陳列法J

で、観覧者に深い趣味を惹起させる利益があるJ註
28と
述べ、その展示法の特徴を見事に捉えて

いる。

これまで三好以前に箕作佳吉や谷津直秀、黒板勝美などがアメリカで当展示を見学 し、我が

国に紹介 しているものの、いずれも 「生態を示す ものJ註
29「
ジョラマ的」

言主30などと言い表 し、

明確な言葉で示 していなかった。つまり、名文章家でも知 られる三好であるから自ら 「生態学」

という言葉を創製したように当展示も 「生態陳列法」と、今日まで残る展示名称を創製したの

であった。また、同論考の最後を 「博物館が社会に努める効果は頗る多く、学校教育などで出

来ない仕事を博物館では行つて居る、斯かる公益の教育参考機関は都市の設備として必須のも

のと思ふ」
計〕と締めくくっている通り、その思考は博物館学者そのものであった。

2-5 終 焉

三好は1895(明 治28)年 から1924(大 正13)年 まで教授職を務め (その後、名誉教授)、大

正 9年 には帝国学士院会員、二年後には小石川植物園長を兼ねた。三好は1919年の史跡名勝天

然記念物保存法発布以後も、精力的に天然記念物調査を続け、植物で指定したものは297以上

も達し、晩年は天然記念物漬けの毎日を送っていた。しかし、1937年5月 5日 、群馬県館林で

のつつじ調査から帰宅した後、気分が優れず慶應病院に入院した。その後、急性肺炎を併発し、

11日に死去した。享年79であった。
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績に触れ、彼等の博物館学意識に迫ってみた。両氏が我が国の博物館学に遺した足跡は、他の
博物館学意識を持った明治人と何ら遜色なく、自身の専門である植物学の進歩を望み、研究施
設として博物館の有効性を見出す一方で、専門という殻を破 り、一教育者としてモノと人を結
びつける社会教育の場として博物館の意義を訴え続けたのであった。本稿は、『博物館学雑誌』
第34巻第 2号 に投稿中の、箕作佳吉、谷津直秀、川村多実二といった明治の動物学者の博物館
学意識を主題とした 「師授伝統からなる博物館学意識―動物学者の思想を中心に一Jに 付随す
るものであり、白井光太郎、三好学は箕作佳吉、谷津直秀、川村多実二とともに当時自然科学
分野におけるアカデミズムの最高位にあると同時に明治時代を代表する 「博物館学者」であっ

たといえよう。本稿が博物館学人物史の土台作りの一助となれば幸いであり、大方の御批判と
御指導を仰ぎたい。
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註24 同 上、三好 (1914)p253

註25 岡 倉天心1888「博物館に就てJ『日出新聞』九月
二日、四日、五日、六日に連載

註26 高 山林次郎1899「博物館論」『文學會雑誌』 『樗牛全集 第
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